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　平成30年草加市議会2月定例会の開
会に当たりまして、市政運営に臨む所
信の一端を申し述べ、議員の皆様をは
じめとする市民の皆様のご理解を賜り
たいと存じます。

　本市は、昭和33年11月1日の市制施
行から、本年で60周年を迎えます。50
周年のテーマであります「共生」の実
現に向けた取組が進み、この10年間で、
文化・福祉・教育・子育てなど、あら
ゆる分野において、市民力・地域力が
発揮されてきました。こうした力は、
まちへの「愛着と誇り」が原動力とな
っており、それは、平成28年度に実施
した「草加市民アンケート」において、
76.5％の方に「今後も草加市に住み続
けたい」とご回答いただいたことにも
表れていると感じております。
　そこで60周年では、今日まで草加を
築き上げてこられた方々に敬意を表す
とともに、様々な記念事業などを通じ
て、市民の皆様がまちを知り、体験・
共感していただくことで、まちへの愛
着や誇りのさらなる醸成を図ってまい
りたいと考えております。

　そのため、今後さらに、地域に関わ
る全ての人々が、「共」に協力し、
様々な資源を活用することで、まちの

魅力や地域の豊かさを、より一層
「創」り出していこう、そして、「い
つまでもこのまちで暮らしたい」、
「このまちで子どもを育てたい」と実
感できる快適都市を「創」っていこう、
という思いを込め、60周年のテーマは、
「共に創ろう！快適都市、草加。」と
させていただきました。

　さて、市制施行当時、約3万5千人だ
った人口は、60年後の現在では、約24
万8千人まで増加しました。
　また、近年の我が国の経済情勢は、
長期にわたる景気の回復基調が続いて
おり、内閣府の発表によりますと、バ
ブル期を超え、戦後2番目の長さとな
っております。
　一方で、本市の人口は、平成27年に
初めて、出生者数が死亡者数を下回る
自然減へと転じました。今後も、全国
的に人口減少、少子高齢化は進んでい

くものと予想されており、特に、生産
年齢人口の減少は、税収の減少や、労
働市場における人手不足につながるこ
とが懸念されます。

　「不易流行」という言葉がございま
す。草加にもゆかりのある俳聖・松尾
芭蕉が、「おくのほそ道」の旅の中で
見出した俳諧の理念の一つです。この
言葉は、「不易は永遠にかわらないこ
と、流行は時々に変化することで、俳
諧は、その両面をもって深めていくこ
とが大切である。」という意味です。
　平成31年5月より、新たな元号にか
わることが決まりました。新たな時代
が始まろうとしておりますが、「不易
流行」の言葉のとおり、引き続き、こ
れまで築き上げてきた行政基盤を活か
すとともに、時代の変化にも対応して
いき、その両面を進めていくことで、
今後も、若い世代の方々に住みたい、
住み続けたいと思っていただけるまち
を目指し、魅力あるまちづくりを進め
てまいります。
　昨年4月には、「松原団地駅」の駅
名が、「獨協大学前＜草加松原＞駅」
へ改称されました。これを契機として、
国指定名勝「おくのほそ道の風景地　
草加松原」など、本市の歴史と文化を
活かしながら、まちの魅力をさらに高
めてまいります。また、「大学がある
まち」として、本市とともに歴史を重
ねてきました獨協大学とともに、若い
活力にあふれているまちであることを

PRしてまいります。
　本年は、東京外かく環状道路の千葉
県区間の開通も予定されており、交通
の利便性の向上や、地域間のさらなる
連携が期待されます。本市としまして
も、こうした「つよみ」を活かしなが
ら、引き続き、埼玉県企業局と連携し
た柿木地区での企業誘致などを通じて、
雇用の創出や若い世代の流入、税収の
確保に努めてまいります。
　このような地域経済の活性化に関わ
る取組とともに、市民の皆様の生活に
おいて豊かさが実感できるよう、市の
事業を着実に進めてまいります。
　併せて、国が掲げる「働き方改革」
の実現方策の一環として、子育てと仕
事の両立のための待機児童対策も進め
てまいります。

　住み続けていただくための安全・安
心に関わる対策により、「つよいま
ち」をつくることも重要性を増してい
ます。
　昨年7月には、九州北部豪雨により
甚大な被害が発生し、市内でも突風に
よる被害が生じました。
　また、交通や防犯に目を向けますと、
交通死亡事故の多発により、昨年4月
17日からの3か月間、埼玉県知事から、
「交通事故防止特別対策地域」に指定
される事態に至りました。
　特殊詐欺による被害も、過去最悪の
事態となっております。
　こうした状況を深刻に受け止め、関

係団体とも協力し、誰もが安心して暮
らせる「快適都市－草加－」の実現に
取り組んでまいります。
　昨年11月には、近い将来、発生が予
想されている首都直下型地震に備え、
町会連合会主催による「避難所運営市
民防災訓練」が、小・中学校など33の
避難所で実施されました。地域の皆様
が主体となり、市内一斉で実施する訓
練は、県内初めての試みでしたが、約
1万人の方々が参加し、「市民力」が
大いに発揮されたと感じております。

　一人ひとりが防災意識を高め、「自
助」「共助」を考えて助け合うことで、
災害による被害を減らすことができま
す。地域のつながり、支え合いの力こ
そが「市民力」であり、「まちの力」
です。そして、これを支える「職員
力」が加わることで、これから先の持
続可能性や、安心の向上につながるも
のと考えております。
　また、災害時の拠点となる公共施設
の整備も重要です。安全性の向上に加
え、利便性の向上や長寿命化対策など、
老朽化した各施設の整備・更新を順次
進めてまいります。

　こうした基本的認識に基づき、新年
度の予算編成に当たっては、本市を取
り巻く状況を的確に把握し、中長期的
に持続可能で、健全な財政を維持して
いくことを基本的な方針として、取り
組んでまいりました。
　今後も、社会保障などの民生費の増
大、公共施設の更新などに伴い、歳出
の増加が見込まれます。市民アンケー
トの結果などを踏まえ、より優先度の
高い施策に必要な財源を充当し、より
効果的・効率的に事業を実施していく
必要があると認識しております。
　そのような中、本市では、市税の収
納率が、直近5年間で5.1ポイント改善
し、平成28年度には93.9％まで向上し
ました。
　今後も引き続き、税収の確保や、産
業基盤の整備にも取り組む中で、地域
経済の活性化を図りながら、財政力を
高めてまいります。
　また、昨年11月末から12月半ばにか
けて実施しました「平成29年度窓口お
客さまアンケート」では、職員の対応
や待ち時間などについて、今まで以上
の高い評価をいただきました。今後も、
さらなる職員力の向上に努め、質の高

い行政サービスを提供してまいります。

　重点テーマの一つ目は、「持続可能
性の向上」です。
　大規模災害への備えや、老朽化した
公共施設の適切な維持・更新、高齢化
の進行への対応など、安全・安心に対
するニーズは年々高まっています。ま
た、「つよいまち」を支えるための地
域経済の活性化も重要です。
　今後もまちの活力を維持し、社会経
済状況に対応した、持続可能で安心し
て暮らすことのできるまちづくりに取
り組んでまいります。

　はじめに、「安全安心なまちづく
り」に関わる取組について申し上げま
す。
　災害時の対策本部となる本庁舎の建
替えにつきましては、平成33年度中の
完成に向け、引き続き基本設計・実施
設計を行ってまいります。
　また、災害情報の迅速で正確な提供
のため、Jアラート設備の整備を進め
てまいります。
　避難所となる小学校、中学校につき
ましては、屋内運動場の窓ガラス、照
明、バスケットゴールなど、非構造部
材の耐震化を引き続き進めてまいりま
す。
　また、昭和56年建設の中央公民館に
ついて、安心して利用できるよう、耐
震診断を実施してまいります。
　まちの基盤となるインフラにつきま
しては、大型台風やゲリラ豪雨に備え、
さらなる浸水対策のため、排水施設の
更新や水防体制の充実など、総合的な
治水対策を進めるとともに、橋りょう
の修繕など、計画的な整備を進めてま
いります。

　地域における防災力の向上につきま
しても、地域間の連携を強化し、「自
らのまちは自ら守る」という理念のも
と、自主防災組織の組織力・防災力強
化のための育成援助、防災備蓄品や防
災資機材の充実を図り、自助・共助に
よる安全なまちづくりを進めてまいり
ます。
　防犯に関する取組では、獨協大学前
＜草加松原＞駅東口の「松原パトロー
ルステーション」の夜間体制を、民間
委託の警備員から、警察ＯＢによる防
犯パトロールアドバイザーに替えるこ
とで、悪質な客引きなどの是正指導を
図ってまいります。
　また、昨年4月施行の「草加市家屋

及び土地の適正管理に関する条例」に
基づき実施しました空き家調査の結果
に基づき、新年度は「空家等対策計
画」を策定してまいります。
　交通安全の取組では、草加市交通災
害共済制度の廃止に伴い、新たに、賠
償責任補償も付加した本市オリジナル
の保険制度「入って安心！RinRin（り
んりん）そうか」を、保険会社と共同
で創設したことから、今後は加入の促
進を図ってまいります。

　また、交通安全意識を高めるための
交通事故再現体験教室について、中学
校在学中に全ての生徒が1回は体験で
きるよう、拡充を図ってまいります。

　次に、「地域経済の活性化」に関わ
る取組について申し上げます。
　柿木地区の企業誘致推進エリアの整
備につきましては、市内産業の振興、
雇用の拡大を図るため、自然環境、周
辺環境と調和した産業団地の整備に向
け、引き続き埼玉県企業局と連携して
まいります。
　また、都市型産業の育成に向け、
「草加市創業支援事業計画」に基づき、
草加商工会議所や、日本政策金融公庫
越谷支店などの金融機関と連携し、引
き続き創業支援事業を実施してまいり
ます。

　平成29年度には、草加せんべい振興
協議会により、「草加せんべいで創る
モザイクアートイベント」が開催され
ました。新年度には、同協議会の関連
団体であります草加地区手焼煎餅協同
組合が、設立50周年を迎えます。市制
60周年、2020年東京オリンピック・パ
ラリンピックを控え、草加せんべいの
国際的PRの強化のため、国内外に魅
力を発信するPRイベントなどを企画
・開催する団体や、商品開発・販路拡
大・国外への輸出などを行う事業者な
どへの支援を行うことで、より広角的
な視点から、本市の魅力を発信し、ま
ちの活性化につなげてまいります。

　農業振興に関する取組につきまして
は、本市の特性である「生産地であり
消費地である」という強みを活かし、
農産物の庭先販売や、学校給食での食
材活用など、地産地消の取組を推進す

るとともに、小学校における枝豆の栽
培体験などによる特産品振興の推進や、
草加都市農業フェア、草加市農業祭と
いったイベントを通じ、都市農業が持
つ多面的な役割について、周知を図っ
てまいります。
　また、本市における農業の方向を明
確にし、さらなる農業振興を進めるた
め、平成31年度に策定予定の「（仮
称）草加市都市農業振興基本計画」に
ついて、新年度は、現状・課題を把握
するとともに、農業者など関係者の意
見を伺い、基本方針について検討を行
ってまいります。

　次に、「だれもが地域で、いつまで
も元気に暮らせるまちづくり」に関わ
る取組について申し上げます。
　昨年10月から、地域の皆様が主体で、
市内5箇所で取り組んでいただいてい
る介護予防教室である「ジャンプ教
室」について、今後もリーダー養成講
座の開催などを通じて、教室数の増加、
支援を行ってまいります。

　また、平成28年度に開設した認知症
カフェにおいて、引き続き認知症の方
と、そのご家族の支援などを行うとと
もに、認知症の早期診断、早期対応に
向け、医療、介護の専門職で構成する
「認知症初期集中支援チーム」を設置
するなど、介護予防や支援に向けた取
組をさらに推進してまいります。

　「そうかみんなで健康づくり計画」
に基づく取組としましては、子宮がん
検診の受診者の増加に向け、現在の隔
年での受診を、毎年受診できるように
見直すとともに、検診受付方法を変更
することで、利便性を高めてまいりま
す。
　また、「妊娠期から出産、子育て期
までの、切れ目のない支援推進プロジ
ェクト」として、埼玉県が実施する不
妊検査・不妊治療に対する助成事業、
いわゆる「ウェルカム・ベイビー・プ
ロジェクト」への参加や、里帰り出産
での乳児予防接種への助成事業を実施
していくことで、女性にやさしいまち
づくりを進めてまいります。
　さらに、埼玉県が実施する「埼玉県
コバトン健康マイレージ」事業に参加
し、市民の皆様が歩数管理できるシス折り込んである「草加松原太鼓橋ロードレース大会」「健康カレンダー」は、抜いて読んでください。

　2月21日、市議会2月定例会が開会され、田中市長は平成30年度の施政方針を表明しました。
その中で、「昭和33年11月1日の市制施行から本年で60周年を迎え、本市では『共生』の実現
に向けた取り組みが進み、文化・福祉・教育・子育てなど、あらゆる分野で市民力・地域力が
発揮されている。こうした力は市民の皆様のまちへの『愛着と誇り』が原動力となっており、
60周年では、様々な記念事業などを通じて、まちへの『愛着と誇り』のさらなる醸成を図っ
ていく。そのため、今後さらに地域に関わる全ての人々と『共』に協力し、まちの魅力や地域
の豊かさをより一層『創』り出していきたい。市民の皆様とつながり、支え合う中で、豊かさ
を実感できる『快適都市－草加－』の実現に向け取り組んでいく」と、これからのまちづくり
に向けた抱負や平成30年度における重点施策の具体的な取り組みについて述べました。
　以下、平成30年度施政方針の全文を掲載します。

平成30年度 施政方針

❶市制60周年を
迎えるに当たって

❷市政運営の
　基本的考え方

60周年のテーマ
「共に創ろう！快適都市、草加。」

現在の社会状況

住みたい・住み続けたいと
思えるまちづくり

「市民力」こそ「まちの力」
「つよいまち」を目指して

テムを導入することで、運動習慣を継
続し、生活習慣病の予防につながる健
康づくりを推進してまいります。
　草加市立病院につきましては、事業
管理者制度のもと、地域の基幹病院と
しての役割を果たす体制づくりを進め
るとともに、休止とした産科の早期再
開に全力を尽くしてまいります。

　障がいのある方に対する支援につき
ましては、日中、障害福祉サービス事
業所などにおいて、障がいのある方に
活動の場を提供し、見守りや、社会に
適応するための日常的な訓練を行うと
ともに、ご家族の方の就労や、一時的
な休息のため、「日中一時支援事業」
のサービスを開始してまいります。
　また、障がいや発達に心配のある子
どもの支援に必要な相談体制の充実や、
療育事業の質の向上を図るため、市内
の障害児相談支援事業者や、事業所連
絡協議会に対する補助を行ってまいり
ます。
　建築から40年以上経過している児童
発達支援センターあおば学園につきま
しては、肢体不自由児の受け入れ機能
を追加するとともに、子どもたちがよ
り安心して過ごせる施設として整備す
るための準備を行ってまいります。

　スポーツを通した健康づくりの取組
としましては、市民温水プールについ
て、平成29年度に実施した建物健全調
査の結果を受け、屋内運動ができる施
設に建替えるための基本設計を行って
まいります。

　また、そうか公園テニスコートが快
適な環境で競技できるよう、コート面
の張替修繕を進めてまいります。
　さらに、これらのスポーツ施設が連
携して事業展開を図り、スポーツを通
じた健康づくりを促進することを目的
に、市北東部のスポーツ推進地区に、
スポーツ・健康づくりのシンボル的な
拠点として、屋外スポーツ施設を整備
するため、必要な手続を進めてまいり
ます。

　重点テーマの二つ目は、「ブランド

力の向上」です。
　まちの活力を維持するためには、市
民の皆様に「いつまでも住み続けた
い」という、愛着と誇りを持っていた
だけるまち、また市外の方には、「訪
れてみたい」、「住んでみたい」とい
う魅力を感じていただけるまちにして
いくことが必要です。
　そのため、都市基盤整備などのハー
ド面と、にぎわいの創出や、子育て・
教育などのソフト面の両面から、地域
資源を活用しつつ、まちの付加価値を
高め、「草加」というブランド力を高
める取組を進めてまいります。また、
「シティプロモーション」の推進によ
り、これらの取組を積極的に発信して
まいります。

　はじめに、「魅力あるまちづくり」
に関わる取組について申し上げます。
　都市基盤の整備に関する取組としま
しては、災害に強い良好な居住環境を
目指し、引き続き公共施設の整備など、
新田駅周辺の土地区画整理事業を進め
てまいります。
　また、独立行政法人都市再生機構に
よる松原団地の建替えに合わせて、公
共施設の整備や浸水対策など、計画的
なまちづくりを進めてまいります。
　谷塚駅西口地区では、昨年5月に権
利者協議会から提出をいただきました、
「谷塚駅西口地区まちづくり構想」の
実現を目指し、合意形成に向けた取組
を進めてまいります。
　手代町では、住民の皆様の利便性の
向上を図るため、わかりやすい住所表
記とする住居表示を実施してまいりま
す。

　また、地域の拠点となるみどりの創
出について、「みどりの基本計画」に
基づき、みどりのネットワークを形成
し、環境保全や地域コミュニティ・防
災機能などの向上を図るため、引き続
き公園・広場の整備を進めてまいりま
す。
　さらに、桜の名所として、市の観光
資源にもなっている葛西用水沿いの桜
並木について、平成28年度、平成29年
度に実施した調査結果に基づき、将来
を見据えた保全管理計画を策定してま
いります。

　市民の皆様との協働により推進して
まいりました、文化芸術の振興に関す
る取組につきましては、公益財団法人
草加市文化協会や文化団体の自主性、

創造性を十分に尊重しつつ、市民の皆
様が、様々な場面で文化芸術を享受す
ることができるよう、環境の整備に努
めてまいります。
　具体的な取組としましては、本市の
和の文化芸術を市内外に発信する施設
として、さらにはイベントでの利用や、
来街者、地域住民など多くの人が利用
できるおもてなし施設として、文化会
館西側に、「和の文化芸術の拠点」を
整備してまいります。
　また、俳聖・松尾芭蕉の「おくのほ
そ道」ゆかりの地として、市の知名度
を全国的に情報発信するとともに、草
加らしい文化芸術の推進を図るため、
第9回奥の細道文学賞、第3回ドナルド
・キーン賞の作品選考を実施してまい
ります。
　さらに、アコス株式会社が設置した
「アコスビジョン」を活用し、市政情
報を広くPRするとともに、60周年関
連事業において作成する映像などの放
映を行ってまいります。

　次に、「まちのにぎわいの創出」に
関わる取組について申し上げます。
　草加駅東口周辺のにぎわい創出に関
する取組として、平成28年度に策定し
た「そうかリノベーションまちづくり
構想」の実現に向けて、リノベーショ
ン事業の事業化への支援、リノベーシ
ョンスクールの開催など、リノベーシ
ョンまちづくりを引き続き推進し、産
業の創出による雇用の拡大、地域の活
性化を図ってまいります。
　また、草加駅東口駅前広場について、
平成29年度に実施した基礎調査と、利
用計画の検討結果を踏まえ、平成31年
度の改修工事に向けた実施設計を行っ
てまいります。
　さらに、旧道モデル道路整備事業と
して、バリアフリーに配慮した歩道整
備を行い、イベントなどでの利用を考
慮した道路の整備を進めてまいります。

　平成28年度には、これまで守り継い
できた貴重な財産である草加松原を、
次世代へ確実に継承するとともに、そ
の価値を高める取組に向けて、「国指
定名勝『おくのほそ道の風景地　草加
松原』保存活用計画」を策定しました。
新年度は、この計画に基づき、有識者
で組織する保存活用委員会の指導助言
をいただきながら、整備計画を策定し
てまいります。
　また、草加松原を活用した取組とし

て、市民団体の皆様と連携して実施し
ている和舟の舟行について、平成29年
度に実施した詳細設計に基づき、係留
施設を新たに設置するため、改修工事
を行うなど、体験型観光の推進を図る
とともに、中曽根橋をライトアップし
てまいります。
　さらに、都市計画マスタープランの
改定を踏まえ、景観計画・景観条例の
改定を進め、本市のまちの魅力の向上
や、にぎわい交流エリアにおける良好
な景観づくりによるにぎわいの創出を
図ってまいります。

　次に、「子育て・教育などの充実」
に関わる取組について申し上げます。
　保育園の待機児童の解消と、子育て
環境の整備に関する取組としましては、
平成31年4月に開設予定の民間認可保
育所の整備や、幼稚園から認定こども
園への移行などに対する支援を行って
まいります。 
　また、平成29年度に小規模保育事業
所を増やしたことを受け、3歳児の受
け入れのため、私立幼稚園への就労支
援預かり保育事業補助金を創設してま
いります。
　さらに、子どもたちの安全確保のた
め、引き続き、公立保育園の耐震化を
進めてまいります。新年度は、こやま
保育園の補強工事のほか、やつか保育
園の耐震診断、たかさご保育園の建替
えに向けた準備を行ってまいります。
　放課後児童クラブにつきましては、
17か所の児童クラブの管理・運営者を、
ＮＰＯ法人草加・元気っ子クラブから
社会福祉法人草加市社会福祉協議会に
変更し、事業の安定化を図るとともに、
待機児童対策として、第2児童クラブ
を2か所増設し、合計で14か所として
まいります。

　教育環境の改善に関する取組としま
しては、老朽化した小・中学校の校舎
の耐久性を確保するため、大規模改造
工事を計画的に進めてまいります。新
年度は、川柳中学校の改修工事を行っ
てまいります。
　また、快適な環境整備を図るため、
引き続き、トイレの改修を計画的に進
めてまいります。新年度は、小・中学
校合わせて9校の実施設計と、小学校9
校の改修工事を実施してまいります。
　さらに、平成31年度に特別教室など
へ、エアコンを導入していくための調
査などを行ってまいります。
　学力向上に関する取組としましては、
本市独自の学力・学習状況調査による
理解度の把握と合わせまして、全国学
力・学習状況調査の結果分析により、

授業内容の改善を図ってまいります。
学力向上推進校には、学力向上推進補
助員を配置し、児童生徒の学習に対す
る支援の充実を図ってまいります。
　また、順次導入しているタブレット
型コンピューターや電子黒板を、新年
度では全ての小・中学校に導入すると
ともに、引き続き、ICT支援員を配置
することで、ICTによる学習環境を整
備してまいります。
　さらに、語学指導助手、いわゆる
ALTの配置を充実させ、英語教育・
国際理解教育の推進を図るとともに、
引き続き、児童生徒が中学校を卒業す
るまでに、英語検定試験3級を取得で
きるよう支援を行ってまいります。

　中学校における部活動につきまして
は、部活動指導員を新たに配置し、地
域の指導者を活用して、部活動指導体
制の充実を図ってまいります。
　また、今後も学校図書の積極的な更
新により、学校図書館の充実を図り、
児童生徒の読書活動の推進を通して、
確かな学力、豊かな心を育んでまいり
ます。
　さらに、いじめ防止対策として、ま
ずは中学1年生を対象に、いじめの予
防や解決方法を話し合い、考える授業
を行うとともに、スマートフォンやタ
ブレットから、生徒が匿名で通報や相
談ができる対話型アプリを導入してま
いります。
　子ども教育連携に関する取組としま
しては、これまでの交流・連携や、小
中一貫教育の成果を踏まえ、市内全て
の中学校区において、幼保小中を一貫
した教育を実施します。幼保小中の教
職員が、15年間を見通した保育・教育
を実践できるよう、子ども教育プログ
ラムなどを改定するほか、「親の学
習」講座や研究発表会の開催を通して、
家庭や地域との一層の連携を図ります。

　重点テーマの三つ目は、「コミュニ
ティ力の向上」です。
　大きく変化する社会状況や自然災害、
それに伴い多様化する市民ニーズに対
応し、魅力あるまちづくりを推進する
ためには、行政の力だけでなく、市民
の皆様一人ひとりが、それぞれの分野
において力を発揮していただき、それ

をまちづくりに活かしていくことがま
すます重要になってまいります。
　本市はこれまで、防災や防犯、福祉
や文化・観光、教育など、様々な分野
において、市民団体や市出資法人など
をはじめとした、多くの市民の皆様に
支えられてきました。そうした取組が
相互に連携し、生み出している力こそ
が「コミュニティ力」、「地域力」で
あり、行政を含め、それぞれがネット
ワークを築いていくことで、より持続
可能な、つよいまちにつながっていく
ものと考えております。
　今後も、市民の皆様それぞれの取組
が、効果的・効率的に機能し、それが
地域課題の解決につながっていくよう、
コミュニティ力の向上に向けた仕組み
づくりなど、様々な支援を進めてまい
ります。

　はじめに、「市民協働によるまちづ
くり」に関わる取組について申し上げ
ます。
　平成29年度から、改定都市計画マス
タープラン「まちづくりの基本となる
計画」が施行されました。新年度は、
計画に掲げるまちの将来像の実現に向
けて、地区ごとの行動計画である「コ
ミュニティプラン」の策定を進める中
で、地区の方々との連携や、役割分担
などの仕組みづくりに取り組んでまい
ります。
　また、地域の活性化や、生活環境の
向上のため、昨年8月には、「草加市、
セブン－イレブン・ジャパン及びイト
ーヨーカ堂　地域活性化包括連携協
定」を締結しました。新年度はこの協
定に基づき、地域産業の振興や、暮ら
しの安全・安心の確保など、幅広い分
野において、連携内容の充実と、協働
による活動を推進してまいります。
　さらに、（仮称）松原児童センター
について、平成33年度の供用開始に向
け、平成29年度に策定する基本計画に
基づき、市民ワークショップを開催す
る中で、基本設計と実施設計を行って
まいります。

　次に、「市民活動・支え合いへの取
組」について申し上げます。
　総合振興計画と一体で策定しており
ます「地域福祉計画」の理念に基づき、
「地域福祉推進基本方針」を策定し、
地域の課題を地域で解決する機運の醸
成を図り、支え合いのまちづくりを進
めてまいります。
　また、地域の課題を把握し、課題解
決に向けたケアプランの作成や、地域
コミュニティづくりなどを行う「コミ
ュニティソーシャルワーカー」を配置

してまいります。
　さらに、平成29年度に配布を開始し
た「ヘルプカード」に加え、障がいの
ある方が、特に災害などの緊急時に、
スムーズな援助が受けられるよう、
「ヘルプマーク」を作成し、配布して
まいります。
　生活困窮世帯の子どもに対する支援
としましては、貧困の連鎖を防止する
ため、子どもの学習支援、家庭支援に
ついて、より多くの子どもが参加でき
るよう、定員枠を広げてまいります。
　最後に、行政事務の効率を高める取
組として、意思決定の迅速化、公文書
の適正管理などのために、電子決裁機
能などを備えた文書管理システムを導
入してまいります。

　以上が、3つの重点テーマに沿った
新年度の主要事業でございますが、こ
れに加え、本年は市制60周年に関わる
多様な事業を実施し、愛着と誇りに満
ちたまちづくりを進めてまいります。
　まず、草加のまちの魅力を広く発信
し、共感していただくため、本市を舞
台にしたPRアニメーションを制作し、
周知をしてまいります。
　また、草加市歌の「想い出はいつ
も」について、未来へ継承していくた
め、時代に合った編曲を行うとともに、
こうした歌を記念式典で披露するため、
若い世代による合唱団を結成してまい
ります。
　さらに、松並木の名勝指定や、駅名
変更などの環境の変化を踏まえ、綾瀬
川左岸広場の新たな名称を公募してま
いります。
　これらPR映像や、編曲した市歌の
合唱披露などを含め、60周年の感動を、
市民の皆様と共有できるような記念式
典の開催を、本年11月11日に予定して
おります。
　そのほかにも、草加市文化芸術振興
条例に基づき、草加らしい文化芸術、
伝統的な文化芸術の振興を図るために、
おくのほそ道のつながりから、日本文
学研究者ドナルド・キーン先生にゆか
りのある古浄瑠璃「越後國柏崎　弘知
法印御伝記」草加公演を実施してまい
ります。

　また、草加松原の魅力を広く発信す
るため、全国から「草加松原」や
「松」をテーマとした作品を公募し、
美術展を開催してまいります。
　さらに、本年4月に開催が予定され

ております大相撲草加場所をはじめ、
市民団体や市出資法人と連携して、
様々な記念事業を実施し、市民の皆様
とともに60周年を祝ってまいりたいと
考えております。

　これまで、新年度における市政運営
の基本方針と、主要な取組について申
し述べてまいりました。
　私の市長としての任期も、2期目の
最後の年を迎えることとなりました。
　また、平成28年度から始まりました
第四次総合振興計画は、本年で3年目
を迎えます。
　これまでの成果や課題などを踏まえ、
本年は、平成32年度から始まる第二期
基本計画の策定に向け、次の4年間に
おける施策の目標や、方向性の検討な
どの準備を進めてまいります。
　併せて、施策評価市民アンケートな
どにより把握をした各施策の満足度を、
第二期基本計画に活かしていくととも
に、基本計画の目標を確実に達成する
ために、進行管理サイクルの確立に向
けた取組を進めてまいります。
　また、市制60周年記念事業では、1
年間のみの取組に留まらず、PRアニ
メーションなど、将来にわたって活用
できる成果物を創出してまいります。
この節目を通じ、今後さらに多くの
方々が、草加のまちに関心を持ち、積
極的に関わっていただくことで、まち
の魅力を共に創り、「快適都市－草加
－」の実現に向けて取り組んでいくた
めの大きな力になるものと考えており
ます。

　市民の皆様がみな健康で、活躍をし
ていただくことが、「地域力」の向上
につながります。
　また、何が起きてもおかしくないこ
の時代においては、想定外のことが起
きた時にしっかり対応できるような、
つよい市役所を作っていくことが重要
です。そのためにも、職員力・組織力
をさらに高め、市民の皆様と職員一人
ひとりが、つながり、支え合う中で、
豊かさを実感できる草加を目指してま
いります。
　新年度も、こうした認識のもと、市
民の皆様、議会の皆様と手を携えなが
ら、職員一丸となって市政運営に取り
組んでまいりますので、ご理解・ご協
力を賜りますことをお願い申し上げ、
平成30年度の市政運営に臨む所信とさ
せていただきます。
　どうぞよろしくお願いいたします。

草加市は11月1日で市制60周年
｢共に創ろう！快適都市、草加。｣

市議会で施政方針を表明する田中和明草加市長

市制60周年シンボルマーク

ふ えき りゅう こう

…このマークは、「市制60周年
　記念事業・協賛事業」です



② 2018年3月5日号 草加人のための情報紙　広報「そうか」市政情報

　平成30年草加市議会2月定例会の開
会に当たりまして、市政運営に臨む所
信の一端を申し述べ、議員の皆様をは
じめとする市民の皆様のご理解を賜り
たいと存じます。

　本市は、昭和33年11月1日の市制施
行から、本年で60周年を迎えます。50
周年のテーマであります「共生」の実
現に向けた取組が進み、この10年間で、
文化・福祉・教育・子育てなど、あら
ゆる分野において、市民力・地域力が
発揮されてきました。こうした力は、
まちへの「愛着と誇り」が原動力とな
っており、それは、平成28年度に実施
した「草加市民アンケート」において、
76.5％の方に「今後も草加市に住み続
けたい」とご回答いただいたことにも
表れていると感じております。
　そこで60周年では、今日まで草加を
築き上げてこられた方々に敬意を表す
とともに、様々な記念事業などを通じ
て、市民の皆様がまちを知り、体験・
共感していただくことで、まちへの愛
着や誇りのさらなる醸成を図ってまい
りたいと考えております。

　そのため、今後さらに、地域に関わ
る全ての人々が、「共」に協力し、
様々な資源を活用することで、まちの

魅力や地域の豊かさを、より一層
「創」り出していこう、そして、「い
つまでもこのまちで暮らしたい」、
「このまちで子どもを育てたい」と実
感できる快適都市を「創」っていこう、
という思いを込め、60周年のテーマは、
「共に創ろう！快適都市、草加。」と
させていただきました。

　さて、市制施行当時、約3万5千人だ
った人口は、60年後の現在では、約24
万8千人まで増加しました。
　また、近年の我が国の経済情勢は、
長期にわたる景気の回復基調が続いて
おり、内閣府の発表によりますと、バ
ブル期を超え、戦後2番目の長さとな
っております。
　一方で、本市の人口は、平成27年に
初めて、出生者数が死亡者数を下回る
自然減へと転じました。今後も、全国
的に人口減少、少子高齢化は進んでい

くものと予想されており、特に、生産
年齢人口の減少は、税収の減少や、労
働市場における人手不足につながるこ
とが懸念されます。

　「不易流行」という言葉がございま
す。草加にもゆかりのある俳聖・松尾
芭蕉が、「おくのほそ道」の旅の中で
見出した俳諧の理念の一つです。この
言葉は、「不易は永遠にかわらないこ
と、流行は時々に変化することで、俳
諧は、その両面をもって深めていくこ
とが大切である。」という意味です。
　平成31年5月より、新たな元号にか
わることが決まりました。新たな時代
が始まろうとしておりますが、「不易
流行」の言葉のとおり、引き続き、こ
れまで築き上げてきた行政基盤を活か
すとともに、時代の変化にも対応して
いき、その両面を進めていくことで、
今後も、若い世代の方々に住みたい、
住み続けたいと思っていただけるまち
を目指し、魅力あるまちづくりを進め
てまいります。
　昨年4月には、「松原団地駅」の駅
名が、「獨協大学前＜草加松原＞駅」
へ改称されました。これを契機として、
国指定名勝「おくのほそ道の風景地　
草加松原」など、本市の歴史と文化を
活かしながら、まちの魅力をさらに高
めてまいります。また、「大学がある
まち」として、本市とともに歴史を重
ねてきました獨協大学とともに、若い
活力にあふれているまちであることを

PRしてまいります。
　本年は、東京外かく環状道路の千葉
県区間の開通も予定されており、交通
の利便性の向上や、地域間のさらなる
連携が期待されます。本市としまして
も、こうした「つよみ」を活かしなが
ら、引き続き、埼玉県企業局と連携し
た柿木地区での企業誘致などを通じて、
雇用の創出や若い世代の流入、税収の
確保に努めてまいります。
　このような地域経済の活性化に関わ
る取組とともに、市民の皆様の生活に
おいて豊かさが実感できるよう、市の
事業を着実に進めてまいります。
　併せて、国が掲げる「働き方改革」
の実現方策の一環として、子育てと仕
事の両立のための待機児童対策も進め
てまいります。

　住み続けていただくための安全・安
心に関わる対策により、「つよいま
ち」をつくることも重要性を増してい
ます。
　昨年7月には、九州北部豪雨により
甚大な被害が発生し、市内でも突風に
よる被害が生じました。
　また、交通や防犯に目を向けますと、
交通死亡事故の多発により、昨年4月
17日からの3か月間、埼玉県知事から、
「交通事故防止特別対策地域」に指定
される事態に至りました。
　特殊詐欺による被害も、過去最悪の
事態となっております。
　こうした状況を深刻に受け止め、関

係団体とも協力し、誰もが安心して暮
らせる「快適都市－草加－」の実現に
取り組んでまいります。
　昨年11月には、近い将来、発生が予
想されている首都直下型地震に備え、
町会連合会主催による「避難所運営市
民防災訓練」が、小・中学校など33の
避難所で実施されました。地域の皆様
が主体となり、市内一斉で実施する訓
練は、県内初めての試みでしたが、約
1万人の方々が参加し、「市民力」が
大いに発揮されたと感じております。

　一人ひとりが防災意識を高め、「自
助」「共助」を考えて助け合うことで、
災害による被害を減らすことができま
す。地域のつながり、支え合いの力こ
そが「市民力」であり、「まちの力」
です。そして、これを支える「職員
力」が加わることで、これから先の持
続可能性や、安心の向上につながるも
のと考えております。
　また、災害時の拠点となる公共施設
の整備も重要です。安全性の向上に加
え、利便性の向上や長寿命化対策など、
老朽化した各施設の整備・更新を順次
進めてまいります。

　こうした基本的認識に基づき、新年
度の予算編成に当たっては、本市を取
り巻く状況を的確に把握し、中長期的
に持続可能で、健全な財政を維持して
いくことを基本的な方針として、取り
組んでまいりました。
　今後も、社会保障などの民生費の増
大、公共施設の更新などに伴い、歳出
の増加が見込まれます。市民アンケー
トの結果などを踏まえ、より優先度の
高い施策に必要な財源を充当し、より
効果的・効率的に事業を実施していく
必要があると認識しております。
　そのような中、本市では、市税の収
納率が、直近5年間で5.1ポイント改善
し、平成28年度には93.9％まで向上し
ました。
　今後も引き続き、税収の確保や、産
業基盤の整備にも取り組む中で、地域
経済の活性化を図りながら、財政力を
高めてまいります。
　また、昨年11月末から12月半ばにか
けて実施しました「平成29年度窓口お
客さまアンケート」では、職員の対応
や待ち時間などについて、今まで以上
の高い評価をいただきました。今後も、
さらなる職員力の向上に努め、質の高

い行政サービスを提供してまいります。

　重点テーマの一つ目は、「持続可能
性の向上」です。
　大規模災害への備えや、老朽化した
公共施設の適切な維持・更新、高齢化
の進行への対応など、安全・安心に対
するニーズは年々高まっています。ま
た、「つよいまち」を支えるための地
域経済の活性化も重要です。
　今後もまちの活力を維持し、社会経
済状況に対応した、持続可能で安心し
て暮らすことのできるまちづくりに取
り組んでまいります。

　はじめに、「安全安心なまちづく
り」に関わる取組について申し上げま
す。
　災害時の対策本部となる本庁舎の建
替えにつきましては、平成33年度中の
完成に向け、引き続き基本設計・実施
設計を行ってまいります。
　また、災害情報の迅速で正確な提供
のため、Jアラート設備の整備を進め
てまいります。
　避難所となる小学校、中学校につき
ましては、屋内運動場の窓ガラス、照
明、バスケットゴールなど、非構造部
材の耐震化を引き続き進めてまいりま
す。
　また、昭和56年建設の中央公民館に
ついて、安心して利用できるよう、耐
震診断を実施してまいります。
　まちの基盤となるインフラにつきま
しては、大型台風やゲリラ豪雨に備え、
さらなる浸水対策のため、排水施設の
更新や水防体制の充実など、総合的な
治水対策を進めるとともに、橋りょう
の修繕など、計画的な整備を進めてま
いります。

　地域における防災力の向上につきま
しても、地域間の連携を強化し、「自
らのまちは自ら守る」という理念のも
と、自主防災組織の組織力・防災力強
化のための育成援助、防災備蓄品や防
災資機材の充実を図り、自助・共助に
よる安全なまちづくりを進めてまいり
ます。
　防犯に関する取組では、獨協大学前
＜草加松原＞駅東口の「松原パトロー
ルステーション」の夜間体制を、民間
委託の警備員から、警察ＯＢによる防
犯パトロールアドバイザーに替えるこ
とで、悪質な客引きなどの是正指導を
図ってまいります。
　また、昨年4月施行の「草加市家屋

及び土地の適正管理に関する条例」に
基づき実施しました空き家調査の結果
に基づき、新年度は「空家等対策計
画」を策定してまいります。
　交通安全の取組では、草加市交通災
害共済制度の廃止に伴い、新たに、賠
償責任補償も付加した本市オリジナル
の保険制度「入って安心！RinRin（り
んりん）そうか」を、保険会社と共同
で創設したことから、今後は加入の促
進を図ってまいります。

　また、交通安全意識を高めるための
交通事故再現体験教室について、中学
校在学中に全ての生徒が1回は体験で
きるよう、拡充を図ってまいります。

　次に、「地域経済の活性化」に関わ
る取組について申し上げます。
　柿木地区の企業誘致推進エリアの整
備につきましては、市内産業の振興、
雇用の拡大を図るため、自然環境、周
辺環境と調和した産業団地の整備に向
け、引き続き埼玉県企業局と連携して
まいります。
　また、都市型産業の育成に向け、
「草加市創業支援事業計画」に基づき、
草加商工会議所や、日本政策金融公庫
越谷支店などの金融機関と連携し、引
き続き創業支援事業を実施してまいり
ます。

　平成29年度には、草加せんべい振興
協議会により、「草加せんべいで創る
モザイクアートイベント」が開催され
ました。新年度には、同協議会の関連
団体であります草加地区手焼煎餅協同
組合が、設立50周年を迎えます。市制
60周年、2020年東京オリンピック・パ
ラリンピックを控え、草加せんべいの
国際的PRの強化のため、国内外に魅
力を発信するPRイベントなどを企画
・開催する団体や、商品開発・販路拡
大・国外への輸出などを行う事業者な
どへの支援を行うことで、より広角的
な視点から、本市の魅力を発信し、ま
ちの活性化につなげてまいります。

　農業振興に関する取組につきまして
は、本市の特性である「生産地であり
消費地である」という強みを活かし、
農産物の庭先販売や、学校給食での食
材活用など、地産地消の取組を推進す

るとともに、小学校における枝豆の栽
培体験などによる特産品振興の推進や、
草加都市農業フェア、草加市農業祭と
いったイベントを通じ、都市農業が持
つ多面的な役割について、周知を図っ
てまいります。
　また、本市における農業の方向を明
確にし、さらなる農業振興を進めるた
め、平成31年度に策定予定の「（仮
称）草加市都市農業振興基本計画」に
ついて、新年度は、現状・課題を把握
するとともに、農業者など関係者の意
見を伺い、基本方針について検討を行
ってまいります。

　次に、「だれもが地域で、いつまで
も元気に暮らせるまちづくり」に関わ
る取組について申し上げます。
　昨年10月から、地域の皆様が主体で、
市内5箇所で取り組んでいただいてい
る介護予防教室である「ジャンプ教
室」について、今後もリーダー養成講
座の開催などを通じて、教室数の増加、
支援を行ってまいります。

　また、平成28年度に開設した認知症
カフェにおいて、引き続き認知症の方
と、そのご家族の支援などを行うとと
もに、認知症の早期診断、早期対応に
向け、医療、介護の専門職で構成する
「認知症初期集中支援チーム」を設置
するなど、介護予防や支援に向けた取
組をさらに推進してまいります。

　「そうかみんなで健康づくり計画」
に基づく取組としましては、子宮がん
検診の受診者の増加に向け、現在の隔
年での受診を、毎年受診できるように
見直すとともに、検診受付方法を変更
することで、利便性を高めてまいりま
す。
　また、「妊娠期から出産、子育て期
までの、切れ目のない支援推進プロジ
ェクト」として、埼玉県が実施する不
妊検査・不妊治療に対する助成事業、
いわゆる「ウェルカム・ベイビー・プ
ロジェクト」への参加や、里帰り出産
での乳児予防接種への助成事業を実施
していくことで、女性にやさしいまち
づくりを進めてまいります。
　さらに、埼玉県が実施する「埼玉県
コバトン健康マイレージ」事業に参加
し、市民の皆様が歩数管理できるシス
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テムを導入することで、運動習慣を継
続し、生活習慣病の予防につながる健
康づくりを推進してまいります。
　草加市立病院につきましては、事業
管理者制度のもと、地域の基幹病院と
しての役割を果たす体制づくりを進め
るとともに、休止とした産科の早期再
開に全力を尽くしてまいります。

　障がいのある方に対する支援につき
ましては、日中、障害福祉サービス事
業所などにおいて、障がいのある方に
活動の場を提供し、見守りや、社会に
適応するための日常的な訓練を行うと
ともに、ご家族の方の就労や、一時的
な休息のため、「日中一時支援事業」
のサービスを開始してまいります。
　また、障がいや発達に心配のある子
どもの支援に必要な相談体制の充実や、
療育事業の質の向上を図るため、市内
の障害児相談支援事業者や、事業所連
絡協議会に対する補助を行ってまいり
ます。
　建築から40年以上経過している児童
発達支援センターあおば学園につきま
しては、肢体不自由児の受け入れ機能
を追加するとともに、子どもたちがよ
り安心して過ごせる施設として整備す
るための準備を行ってまいります。

　スポーツを通した健康づくりの取組
としましては、市民温水プールについ
て、平成29年度に実施した建物健全調
査の結果を受け、屋内運動ができる施
設に建替えるための基本設計を行って
まいります。

　また、そうか公園テニスコートが快
適な環境で競技できるよう、コート面
の張替修繕を進めてまいります。
　さらに、これらのスポーツ施設が連
携して事業展開を図り、スポーツを通
じた健康づくりを促進することを目的
に、市北東部のスポーツ推進地区に、
スポーツ・健康づくりのシンボル的な
拠点として、屋外スポーツ施設を整備
するため、必要な手続を進めてまいり
ます。

　重点テーマの二つ目は、「ブランド

力の向上」です。
　まちの活力を維持するためには、市
民の皆様に「いつまでも住み続けた
い」という、愛着と誇りを持っていた
だけるまち、また市外の方には、「訪
れてみたい」、「住んでみたい」とい
う魅力を感じていただけるまちにして
いくことが必要です。
　そのため、都市基盤整備などのハー
ド面と、にぎわいの創出や、子育て・
教育などのソフト面の両面から、地域
資源を活用しつつ、まちの付加価値を
高め、「草加」というブランド力を高
める取組を進めてまいります。また、
「シティプロモーション」の推進によ
り、これらの取組を積極的に発信して
まいります。

　はじめに、「魅力あるまちづくり」
に関わる取組について申し上げます。
　都市基盤の整備に関する取組としま
しては、災害に強い良好な居住環境を
目指し、引き続き公共施設の整備など、
新田駅周辺の土地区画整理事業を進め
てまいります。
　また、独立行政法人都市再生機構に
よる松原団地の建替えに合わせて、公
共施設の整備や浸水対策など、計画的
なまちづくりを進めてまいります。
　谷塚駅西口地区では、昨年5月に権
利者協議会から提出をいただきました、
「谷塚駅西口地区まちづくり構想」の
実現を目指し、合意形成に向けた取組
を進めてまいります。
　手代町では、住民の皆様の利便性の
向上を図るため、わかりやすい住所表
記とする住居表示を実施してまいりま
す。

　また、地域の拠点となるみどりの創
出について、「みどりの基本計画」に
基づき、みどりのネットワークを形成
し、環境保全や地域コミュニティ・防
災機能などの向上を図るため、引き続
き公園・広場の整備を進めてまいりま
す。
　さらに、桜の名所として、市の観光
資源にもなっている葛西用水沿いの桜
並木について、平成28年度、平成29年
度に実施した調査結果に基づき、将来
を見据えた保全管理計画を策定してま
いります。

　市民の皆様との協働により推進して
まいりました、文化芸術の振興に関す
る取組につきましては、公益財団法人
草加市文化協会や文化団体の自主性、

創造性を十分に尊重しつつ、市民の皆
様が、様々な場面で文化芸術を享受す
ることができるよう、環境の整備に努
めてまいります。
　具体的な取組としましては、本市の
和の文化芸術を市内外に発信する施設
として、さらにはイベントでの利用や、
来街者、地域住民など多くの人が利用
できるおもてなし施設として、文化会
館西側に、「和の文化芸術の拠点」を
整備してまいります。
　また、俳聖・松尾芭蕉の「おくのほ
そ道」ゆかりの地として、市の知名度
を全国的に情報発信するとともに、草
加らしい文化芸術の推進を図るため、
第9回奥の細道文学賞、第3回ドナルド
・キーン賞の作品選考を実施してまい
ります。
　さらに、アコス株式会社が設置した
「アコスビジョン」を活用し、市政情
報を広くPRするとともに、60周年関
連事業において作成する映像などの放
映を行ってまいります。

　次に、「まちのにぎわいの創出」に
関わる取組について申し上げます。
　草加駅東口周辺のにぎわい創出に関
する取組として、平成28年度に策定し
た「そうかリノベーションまちづくり
構想」の実現に向けて、リノベーショ
ン事業の事業化への支援、リノベーシ
ョンスクールの開催など、リノベーシ
ョンまちづくりを引き続き推進し、産
業の創出による雇用の拡大、地域の活
性化を図ってまいります。
　また、草加駅東口駅前広場について、
平成29年度に実施した基礎調査と、利
用計画の検討結果を踏まえ、平成31年
度の改修工事に向けた実施設計を行っ
てまいります。
　さらに、旧道モデル道路整備事業と
して、バリアフリーに配慮した歩道整
備を行い、イベントなどでの利用を考
慮した道路の整備を進めてまいります。

　平成28年度には、これまで守り継い
できた貴重な財産である草加松原を、
次世代へ確実に継承するとともに、そ
の価値を高める取組に向けて、「国指
定名勝『おくのほそ道の風景地　草加
松原』保存活用計画」を策定しました。
新年度は、この計画に基づき、有識者
で組織する保存活用委員会の指導助言
をいただきながら、整備計画を策定し
てまいります。
　また、草加松原を活用した取組とし

て、市民団体の皆様と連携して実施し
ている和舟の舟行について、平成29年
度に実施した詳細設計に基づき、係留
施設を新たに設置するため、改修工事
を行うなど、体験型観光の推進を図る
とともに、中曽根橋をライトアップし
てまいります。
　さらに、都市計画マスタープランの
改定を踏まえ、景観計画・景観条例の
改定を進め、本市のまちの魅力の向上
や、にぎわい交流エリアにおける良好
な景観づくりによるにぎわいの創出を
図ってまいります。

　次に、「子育て・教育などの充実」
に関わる取組について申し上げます。
　保育園の待機児童の解消と、子育て
環境の整備に関する取組としましては、
平成31年4月に開設予定の民間認可保
育所の整備や、幼稚園から認定こども
園への移行などに対する支援を行って
まいります。 
　また、平成29年度に小規模保育事業
所を増やしたことを受け、3歳児の受
け入れのため、私立幼稚園への就労支
援預かり保育事業補助金を創設してま
いります。
　さらに、子どもたちの安全確保のた
め、引き続き、公立保育園の耐震化を
進めてまいります。新年度は、こやま
保育園の補強工事のほか、やつか保育
園の耐震診断、たかさご保育園の建替
えに向けた準備を行ってまいります。
　放課後児童クラブにつきましては、
17か所の児童クラブの管理・運営者を、
ＮＰＯ法人草加・元気っ子クラブから
社会福祉法人草加市社会福祉協議会に
変更し、事業の安定化を図るとともに、
待機児童対策として、第2児童クラブ
を2か所増設し、合計で14か所として
まいります。

　教育環境の改善に関する取組としま
しては、老朽化した小・中学校の校舎
の耐久性を確保するため、大規模改造
工事を計画的に進めてまいります。新
年度は、川柳中学校の改修工事を行っ
てまいります。
　また、快適な環境整備を図るため、
引き続き、トイレの改修を計画的に進
めてまいります。新年度は、小・中学
校合わせて9校の実施設計と、小学校9
校の改修工事を実施してまいります。
　さらに、平成31年度に特別教室など
へ、エアコンを導入していくための調
査などを行ってまいります。
　学力向上に関する取組としましては、
本市独自の学力・学習状況調査による
理解度の把握と合わせまして、全国学
力・学習状況調査の結果分析により、

授業内容の改善を図ってまいります。
学力向上推進校には、学力向上推進補
助員を配置し、児童生徒の学習に対す
る支援の充実を図ってまいります。
　また、順次導入しているタブレット
型コンピューターや電子黒板を、新年
度では全ての小・中学校に導入すると
ともに、引き続き、ICT支援員を配置
することで、ICTによる学習環境を整
備してまいります。
　さらに、語学指導助手、いわゆる
ALTの配置を充実させ、英語教育・
国際理解教育の推進を図るとともに、
引き続き、児童生徒が中学校を卒業す
るまでに、英語検定試験3級を取得で
きるよう支援を行ってまいります。

　中学校における部活動につきまして
は、部活動指導員を新たに配置し、地
域の指導者を活用して、部活動指導体
制の充実を図ってまいります。
　また、今後も学校図書の積極的な更
新により、学校図書館の充実を図り、
児童生徒の読書活動の推進を通して、
確かな学力、豊かな心を育んでまいり
ます。
　さらに、いじめ防止対策として、ま
ずは中学1年生を対象に、いじめの予
防や解決方法を話し合い、考える授業
を行うとともに、スマートフォンやタ
ブレットから、生徒が匿名で通報や相
談ができる対話型アプリを導入してま
いります。
　子ども教育連携に関する取組としま
しては、これまでの交流・連携や、小
中一貫教育の成果を踏まえ、市内全て
の中学校区において、幼保小中を一貫
した教育を実施します。幼保小中の教
職員が、15年間を見通した保育・教育
を実践できるよう、子ども教育プログ
ラムなどを改定するほか、「親の学
習」講座や研究発表会の開催を通して、
家庭や地域との一層の連携を図ります。

　重点テーマの三つ目は、「コミュニ
ティ力の向上」です。
　大きく変化する社会状況や自然災害、
それに伴い多様化する市民ニーズに対
応し、魅力あるまちづくりを推進する
ためには、行政の力だけでなく、市民
の皆様一人ひとりが、それぞれの分野
において力を発揮していただき、それ

をまちづくりに活かしていくことがま
すます重要になってまいります。
　本市はこれまで、防災や防犯、福祉
や文化・観光、教育など、様々な分野
において、市民団体や市出資法人など
をはじめとした、多くの市民の皆様に
支えられてきました。そうした取組が
相互に連携し、生み出している力こそ
が「コミュニティ力」、「地域力」で
あり、行政を含め、それぞれがネット
ワークを築いていくことで、より持続
可能な、つよいまちにつながっていく
ものと考えております。
　今後も、市民の皆様それぞれの取組
が、効果的・効率的に機能し、それが
地域課題の解決につながっていくよう、
コミュニティ力の向上に向けた仕組み
づくりなど、様々な支援を進めてまい
ります。

　はじめに、「市民協働によるまちづ
くり」に関わる取組について申し上げ
ます。
　平成29年度から、改定都市計画マス
タープラン「まちづくりの基本となる
計画」が施行されました。新年度は、
計画に掲げるまちの将来像の実現に向
けて、地区ごとの行動計画である「コ
ミュニティプラン」の策定を進める中
で、地区の方々との連携や、役割分担
などの仕組みづくりに取り組んでまい
ります。
　また、地域の活性化や、生活環境の
向上のため、昨年8月には、「草加市、
セブン－イレブン・ジャパン及びイト
ーヨーカ堂　地域活性化包括連携協
定」を締結しました。新年度はこの協
定に基づき、地域産業の振興や、暮ら
しの安全・安心の確保など、幅広い分
野において、連携内容の充実と、協働
による活動を推進してまいります。
　さらに、（仮称）松原児童センター
について、平成33年度の供用開始に向
け、平成29年度に策定する基本計画に
基づき、市民ワークショップを開催す
る中で、基本設計と実施設計を行って
まいります。

　次に、「市民活動・支え合いへの取
組」について申し上げます。
　総合振興計画と一体で策定しており
ます「地域福祉計画」の理念に基づき、
「地域福祉推進基本方針」を策定し、
地域の課題を地域で解決する機運の醸
成を図り、支え合いのまちづくりを進
めてまいります。
　また、地域の課題を把握し、課題解
決に向けたケアプランの作成や、地域
コミュニティづくりなどを行う「コミ
ュニティソーシャルワーカー」を配置

してまいります。
　さらに、平成29年度に配布を開始し
た「ヘルプカード」に加え、障がいの
ある方が、特に災害などの緊急時に、
スムーズな援助が受けられるよう、
「ヘルプマーク」を作成し、配布して
まいります。
　生活困窮世帯の子どもに対する支援
としましては、貧困の連鎖を防止する
ため、子どもの学習支援、家庭支援に
ついて、より多くの子どもが参加でき
るよう、定員枠を広げてまいります。
　最後に、行政事務の効率を高める取
組として、意思決定の迅速化、公文書
の適正管理などのために、電子決裁機
能などを備えた文書管理システムを導
入してまいります。

　以上が、3つの重点テーマに沿った
新年度の主要事業でございますが、こ
れに加え、本年は市制60周年に関わる
多様な事業を実施し、愛着と誇りに満
ちたまちづくりを進めてまいります。
　まず、草加のまちの魅力を広く発信
し、共感していただくため、本市を舞
台にしたPRアニメーションを制作し、
周知をしてまいります。
　また、草加市歌の「想い出はいつ
も」について、未来へ継承していくた
め、時代に合った編曲を行うとともに、
こうした歌を記念式典で披露するため、
若い世代による合唱団を結成してまい
ります。
　さらに、松並木の名勝指定や、駅名
変更などの環境の変化を踏まえ、綾瀬
川左岸広場の新たな名称を公募してま
いります。
　これらPR映像や、編曲した市歌の
合唱披露などを含め、60周年の感動を、
市民の皆様と共有できるような記念式
典の開催を、本年11月11日に予定して
おります。
　そのほかにも、草加市文化芸術振興
条例に基づき、草加らしい文化芸術、
伝統的な文化芸術の振興を図るために、
おくのほそ道のつながりから、日本文
学研究者ドナルド・キーン先生にゆか
りのある古浄瑠璃「越後國柏崎　弘知
法印御伝記」草加公演を実施してまい
ります。

　また、草加松原の魅力を広く発信す
るため、全国から「草加松原」や
「松」をテーマとした作品を公募し、
美術展を開催してまいります。
　さらに、本年4月に開催が予定され

ております大相撲草加場所をはじめ、
市民団体や市出資法人と連携して、
様々な記念事業を実施し、市民の皆様
とともに60周年を祝ってまいりたいと
考えております。

　これまで、新年度における市政運営
の基本方針と、主要な取組について申
し述べてまいりました。
　私の市長としての任期も、2期目の
最後の年を迎えることとなりました。
　また、平成28年度から始まりました
第四次総合振興計画は、本年で3年目
を迎えます。
　これまでの成果や課題などを踏まえ、
本年は、平成32年度から始まる第二期
基本計画の策定に向け、次の4年間に
おける施策の目標や、方向性の検討な
どの準備を進めてまいります。
　併せて、施策評価市民アンケートな
どにより把握をした各施策の満足度を、
第二期基本計画に活かしていくととも
に、基本計画の目標を確実に達成する
ために、進行管理サイクルの確立に向
けた取組を進めてまいります。
　また、市制60周年記念事業では、1
年間のみの取組に留まらず、PRアニ
メーションなど、将来にわたって活用
できる成果物を創出してまいります。
この節目を通じ、今後さらに多くの
方々が、草加のまちに関心を持ち、積
極的に関わっていただくことで、まち
の魅力を共に創り、「快適都市－草加
－」の実現に向けて取り組んでいくた
めの大きな力になるものと考えており
ます。

　市民の皆様がみな健康で、活躍をし
ていただくことが、「地域力」の向上
につながります。
　また、何が起きてもおかしくないこ
の時代においては、想定外のことが起
きた時にしっかり対応できるような、
つよい市役所を作っていくことが重要
です。そのためにも、職員力・組織力
をさらに高め、市民の皆様と職員一人
ひとりが、つながり、支え合う中で、
豊かさを実感できる草加を目指してま
いります。
　新年度も、こうした認識のもと、市
民の皆様、議会の皆様と手を携えなが
ら、職員一丸となって市政運営に取り
組んでまいりますので、ご理解・ご協
力を賜りますことをお願い申し上げ、
平成30年度の市政運営に臨む所信とさ
せていただきます。
　どうぞよろしくお願いいたします。

避難所運営市民防災訓練

ジャンプ教室

持続可能性の向上
重点テーマ① あき  や
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　平成30年草加市議会2月定例会の開
会に当たりまして、市政運営に臨む所
信の一端を申し述べ、議員の皆様をは
じめとする市民の皆様のご理解を賜り
たいと存じます。

　本市は、昭和33年11月1日の市制施
行から、本年で60周年を迎えます。50
周年のテーマであります「共生」の実
現に向けた取組が進み、この10年間で、
文化・福祉・教育・子育てなど、あら
ゆる分野において、市民力・地域力が
発揮されてきました。こうした力は、
まちへの「愛着と誇り」が原動力とな
っており、それは、平成28年度に実施
した「草加市民アンケート」において、
76.5％の方に「今後も草加市に住み続
けたい」とご回答いただいたことにも
表れていると感じております。
　そこで60周年では、今日まで草加を
築き上げてこられた方々に敬意を表す
とともに、様々な記念事業などを通じ
て、市民の皆様がまちを知り、体験・
共感していただくことで、まちへの愛
着や誇りのさらなる醸成を図ってまい
りたいと考えております。

　そのため、今後さらに、地域に関わ
る全ての人々が、「共」に協力し、
様々な資源を活用することで、まちの

魅力や地域の豊かさを、より一層
「創」り出していこう、そして、「い
つまでもこのまちで暮らしたい」、
「このまちで子どもを育てたい」と実
感できる快適都市を「創」っていこう、
という思いを込め、60周年のテーマは、
「共に創ろう！快適都市、草加。」と
させていただきました。

　さて、市制施行当時、約3万5千人だ
った人口は、60年後の現在では、約24
万8千人まで増加しました。
　また、近年の我が国の経済情勢は、
長期にわたる景気の回復基調が続いて
おり、内閣府の発表によりますと、バ
ブル期を超え、戦後2番目の長さとな
っております。
　一方で、本市の人口は、平成27年に
初めて、出生者数が死亡者数を下回る
自然減へと転じました。今後も、全国
的に人口減少、少子高齢化は進んでい

くものと予想されており、特に、生産
年齢人口の減少は、税収の減少や、労
働市場における人手不足につながるこ
とが懸念されます。

　「不易流行」という言葉がございま
す。草加にもゆかりのある俳聖・松尾
芭蕉が、「おくのほそ道」の旅の中で
見出した俳諧の理念の一つです。この
言葉は、「不易は永遠にかわらないこ
と、流行は時々に変化することで、俳
諧は、その両面をもって深めていくこ
とが大切である。」という意味です。
　平成31年5月より、新たな元号にか
わることが決まりました。新たな時代
が始まろうとしておりますが、「不易
流行」の言葉のとおり、引き続き、こ
れまで築き上げてきた行政基盤を活か
すとともに、時代の変化にも対応して
いき、その両面を進めていくことで、
今後も、若い世代の方々に住みたい、
住み続けたいと思っていただけるまち
を目指し、魅力あるまちづくりを進め
てまいります。
　昨年4月には、「松原団地駅」の駅
名が、「獨協大学前＜草加松原＞駅」
へ改称されました。これを契機として、
国指定名勝「おくのほそ道の風景地　
草加松原」など、本市の歴史と文化を
活かしながら、まちの魅力をさらに高
めてまいります。また、「大学がある
まち」として、本市とともに歴史を重
ねてきました獨協大学とともに、若い
活力にあふれているまちであることを

PRしてまいります。
　本年は、東京外かく環状道路の千葉
県区間の開通も予定されており、交通
の利便性の向上や、地域間のさらなる
連携が期待されます。本市としまして
も、こうした「つよみ」を活かしなが
ら、引き続き、埼玉県企業局と連携し
た柿木地区での企業誘致などを通じて、
雇用の創出や若い世代の流入、税収の
確保に努めてまいります。
　このような地域経済の活性化に関わ
る取組とともに、市民の皆様の生活に
おいて豊かさが実感できるよう、市の
事業を着実に進めてまいります。
　併せて、国が掲げる「働き方改革」
の実現方策の一環として、子育てと仕
事の両立のための待機児童対策も進め
てまいります。

　住み続けていただくための安全・安
心に関わる対策により、「つよいま
ち」をつくることも重要性を増してい
ます。
　昨年7月には、九州北部豪雨により
甚大な被害が発生し、市内でも突風に
よる被害が生じました。
　また、交通や防犯に目を向けますと、
交通死亡事故の多発により、昨年4月
17日からの3か月間、埼玉県知事から、
「交通事故防止特別対策地域」に指定
される事態に至りました。
　特殊詐欺による被害も、過去最悪の
事態となっております。
　こうした状況を深刻に受け止め、関

係団体とも協力し、誰もが安心して暮
らせる「快適都市－草加－」の実現に
取り組んでまいります。
　昨年11月には、近い将来、発生が予
想されている首都直下型地震に備え、
町会連合会主催による「避難所運営市
民防災訓練」が、小・中学校など33の
避難所で実施されました。地域の皆様
が主体となり、市内一斉で実施する訓
練は、県内初めての試みでしたが、約
1万人の方々が参加し、「市民力」が
大いに発揮されたと感じております。

　一人ひとりが防災意識を高め、「自
助」「共助」を考えて助け合うことで、
災害による被害を減らすことができま
す。地域のつながり、支え合いの力こ
そが「市民力」であり、「まちの力」
です。そして、これを支える「職員
力」が加わることで、これから先の持
続可能性や、安心の向上につながるも
のと考えております。
　また、災害時の拠点となる公共施設
の整備も重要です。安全性の向上に加
え、利便性の向上や長寿命化対策など、
老朽化した各施設の整備・更新を順次
進めてまいります。

　こうした基本的認識に基づき、新年
度の予算編成に当たっては、本市を取
り巻く状況を的確に把握し、中長期的
に持続可能で、健全な財政を維持して
いくことを基本的な方針として、取り
組んでまいりました。
　今後も、社会保障などの民生費の増
大、公共施設の更新などに伴い、歳出
の増加が見込まれます。市民アンケー
トの結果などを踏まえ、より優先度の
高い施策に必要な財源を充当し、より
効果的・効率的に事業を実施していく
必要があると認識しております。
　そのような中、本市では、市税の収
納率が、直近5年間で5.1ポイント改善
し、平成28年度には93.9％まで向上し
ました。
　今後も引き続き、税収の確保や、産
業基盤の整備にも取り組む中で、地域
経済の活性化を図りながら、財政力を
高めてまいります。
　また、昨年11月末から12月半ばにか
けて実施しました「平成29年度窓口お
客さまアンケート」では、職員の対応
や待ち時間などについて、今まで以上
の高い評価をいただきました。今後も、
さらなる職員力の向上に努め、質の高

い行政サービスを提供してまいります。

　重点テーマの一つ目は、「持続可能
性の向上」です。
　大規模災害への備えや、老朽化した
公共施設の適切な維持・更新、高齢化
の進行への対応など、安全・安心に対
するニーズは年々高まっています。ま
た、「つよいまち」を支えるための地
域経済の活性化も重要です。
　今後もまちの活力を維持し、社会経
済状況に対応した、持続可能で安心し
て暮らすことのできるまちづくりに取
り組んでまいります。

　はじめに、「安全安心なまちづく
り」に関わる取組について申し上げま
す。
　災害時の対策本部となる本庁舎の建
替えにつきましては、平成33年度中の
完成に向け、引き続き基本設計・実施
設計を行ってまいります。
　また、災害情報の迅速で正確な提供
のため、Jアラート設備の整備を進め
てまいります。
　避難所となる小学校、中学校につき
ましては、屋内運動場の窓ガラス、照
明、バスケットゴールなど、非構造部
材の耐震化を引き続き進めてまいりま
す。
　また、昭和56年建設の中央公民館に
ついて、安心して利用できるよう、耐
震診断を実施してまいります。
　まちの基盤となるインフラにつきま
しては、大型台風やゲリラ豪雨に備え、
さらなる浸水対策のため、排水施設の
更新や水防体制の充実など、総合的な
治水対策を進めるとともに、橋りょう
の修繕など、計画的な整備を進めてま
いります。

　地域における防災力の向上につきま
しても、地域間の連携を強化し、「自
らのまちは自ら守る」という理念のも
と、自主防災組織の組織力・防災力強
化のための育成援助、防災備蓄品や防
災資機材の充実を図り、自助・共助に
よる安全なまちづくりを進めてまいり
ます。
　防犯に関する取組では、獨協大学前
＜草加松原＞駅東口の「松原パトロー
ルステーション」の夜間体制を、民間
委託の警備員から、警察ＯＢによる防
犯パトロールアドバイザーに替えるこ
とで、悪質な客引きなどの是正指導を
図ってまいります。
　また、昨年4月施行の「草加市家屋

及び土地の適正管理に関する条例」に
基づき実施しました空き家調査の結果
に基づき、新年度は「空家等対策計
画」を策定してまいります。
　交通安全の取組では、草加市交通災
害共済制度の廃止に伴い、新たに、賠
償責任補償も付加した本市オリジナル
の保険制度「入って安心！RinRin（り
んりん）そうか」を、保険会社と共同
で創設したことから、今後は加入の促
進を図ってまいります。

　また、交通安全意識を高めるための
交通事故再現体験教室について、中学
校在学中に全ての生徒が1回は体験で
きるよう、拡充を図ってまいります。

　次に、「地域経済の活性化」に関わ
る取組について申し上げます。
　柿木地区の企業誘致推進エリアの整
備につきましては、市内産業の振興、
雇用の拡大を図るため、自然環境、周
辺環境と調和した産業団地の整備に向
け、引き続き埼玉県企業局と連携して
まいります。
　また、都市型産業の育成に向け、
「草加市創業支援事業計画」に基づき、
草加商工会議所や、日本政策金融公庫
越谷支店などの金融機関と連携し、引
き続き創業支援事業を実施してまいり
ます。

　平成29年度には、草加せんべい振興
協議会により、「草加せんべいで創る
モザイクアートイベント」が開催され
ました。新年度には、同協議会の関連
団体であります草加地区手焼煎餅協同
組合が、設立50周年を迎えます。市制
60周年、2020年東京オリンピック・パ
ラリンピックを控え、草加せんべいの
国際的PRの強化のため、国内外に魅
力を発信するPRイベントなどを企画
・開催する団体や、商品開発・販路拡
大・国外への輸出などを行う事業者な
どへの支援を行うことで、より広角的
な視点から、本市の魅力を発信し、ま
ちの活性化につなげてまいります。

　農業振興に関する取組につきまして
は、本市の特性である「生産地であり
消費地である」という強みを活かし、
農産物の庭先販売や、学校給食での食
材活用など、地産地消の取組を推進す

るとともに、小学校における枝豆の栽
培体験などによる特産品振興の推進や、
草加都市農業フェア、草加市農業祭と
いったイベントを通じ、都市農業が持
つ多面的な役割について、周知を図っ
てまいります。
　また、本市における農業の方向を明
確にし、さらなる農業振興を進めるた
め、平成31年度に策定予定の「（仮
称）草加市都市農業振興基本計画」に
ついて、新年度は、現状・課題を把握
するとともに、農業者など関係者の意
見を伺い、基本方針について検討を行
ってまいります。

　次に、「だれもが地域で、いつまで
も元気に暮らせるまちづくり」に関わ
る取組について申し上げます。
　昨年10月から、地域の皆様が主体で、
市内5箇所で取り組んでいただいてい
る介護予防教室である「ジャンプ教
室」について、今後もリーダー養成講
座の開催などを通じて、教室数の増加、
支援を行ってまいります。

　また、平成28年度に開設した認知症
カフェにおいて、引き続き認知症の方
と、そのご家族の支援などを行うとと
もに、認知症の早期診断、早期対応に
向け、医療、介護の専門職で構成する
「認知症初期集中支援チーム」を設置
するなど、介護予防や支援に向けた取
組をさらに推進してまいります。

　「そうかみんなで健康づくり計画」
に基づく取組としましては、子宮がん
検診の受診者の増加に向け、現在の隔
年での受診を、毎年受診できるように
見直すとともに、検診受付方法を変更
することで、利便性を高めてまいりま
す。
　また、「妊娠期から出産、子育て期
までの、切れ目のない支援推進プロジ
ェクト」として、埼玉県が実施する不
妊検査・不妊治療に対する助成事業、
いわゆる「ウェルカム・ベイビー・プ
ロジェクト」への参加や、里帰り出産
での乳児予防接種への助成事業を実施
していくことで、女性にやさしいまち
づくりを進めてまいります。
　さらに、埼玉県が実施する「埼玉県
コバトン健康マイレージ」事業に参加
し、市民の皆様が歩数管理できるシス
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テムを導入することで、運動習慣を継
続し、生活習慣病の予防につながる健
康づくりを推進してまいります。
　草加市立病院につきましては、事業
管理者制度のもと、地域の基幹病院と
しての役割を果たす体制づくりを進め
るとともに、休止とした産科の早期再
開に全力を尽くしてまいります。

　障がいのある方に対する支援につき
ましては、日中、障害福祉サービス事
業所などにおいて、障がいのある方に
活動の場を提供し、見守りや、社会に
適応するための日常的な訓練を行うと
ともに、ご家族の方の就労や、一時的
な休息のため、「日中一時支援事業」
のサービスを開始してまいります。
　また、障がいや発達に心配のある子
どもの支援に必要な相談体制の充実や、
療育事業の質の向上を図るため、市内
の障害児相談支援事業者や、事業所連
絡協議会に対する補助を行ってまいり
ます。
　建築から40年以上経過している児童
発達支援センターあおば学園につきま
しては、肢体不自由児の受け入れ機能
を追加するとともに、子どもたちがよ
り安心して過ごせる施設として整備す
るための準備を行ってまいります。

　スポーツを通した健康づくりの取組
としましては、市民温水プールについ
て、平成29年度に実施した建物健全調
査の結果を受け、屋内運動ができる施
設に建替えるための基本設計を行って
まいります。

　また、そうか公園テニスコートが快
適な環境で競技できるよう、コート面
の張替修繕を進めてまいります。
　さらに、これらのスポーツ施設が連
携して事業展開を図り、スポーツを通
じた健康づくりを促進することを目的
に、市北東部のスポーツ推進地区に、
スポーツ・健康づくりのシンボル的な
拠点として、屋外スポーツ施設を整備
するため、必要な手続を進めてまいり
ます。

　重点テーマの二つ目は、「ブランド

力の向上」です。
　まちの活力を維持するためには、市
民の皆様に「いつまでも住み続けた
い」という、愛着と誇りを持っていた
だけるまち、また市外の方には、「訪
れてみたい」、「住んでみたい」とい
う魅力を感じていただけるまちにして
いくことが必要です。
　そのため、都市基盤整備などのハー
ド面と、にぎわいの創出や、子育て・
教育などのソフト面の両面から、地域
資源を活用しつつ、まちの付加価値を
高め、「草加」というブランド力を高
める取組を進めてまいります。また、
「シティプロモーション」の推進によ
り、これらの取組を積極的に発信して
まいります。

　はじめに、「魅力あるまちづくり」
に関わる取組について申し上げます。
　都市基盤の整備に関する取組としま
しては、災害に強い良好な居住環境を
目指し、引き続き公共施設の整備など、
新田駅周辺の土地区画整理事業を進め
てまいります。
　また、独立行政法人都市再生機構に
よる松原団地の建替えに合わせて、公
共施設の整備や浸水対策など、計画的
なまちづくりを進めてまいります。
　谷塚駅西口地区では、昨年5月に権
利者協議会から提出をいただきました、
「谷塚駅西口地区まちづくり構想」の
実現を目指し、合意形成に向けた取組
を進めてまいります。
　手代町では、住民の皆様の利便性の
向上を図るため、わかりやすい住所表
記とする住居表示を実施してまいりま
す。

　また、地域の拠点となるみどりの創
出について、「みどりの基本計画」に
基づき、みどりのネットワークを形成
し、環境保全や地域コミュニティ・防
災機能などの向上を図るため、引き続
き公園・広場の整備を進めてまいりま
す。
　さらに、桜の名所として、市の観光
資源にもなっている葛西用水沿いの桜
並木について、平成28年度、平成29年
度に実施した調査結果に基づき、将来
を見据えた保全管理計画を策定してま
いります。

　市民の皆様との協働により推進して
まいりました、文化芸術の振興に関す
る取組につきましては、公益財団法人
草加市文化協会や文化団体の自主性、

創造性を十分に尊重しつつ、市民の皆
様が、様々な場面で文化芸術を享受す
ることができるよう、環境の整備に努
めてまいります。
　具体的な取組としましては、本市の
和の文化芸術を市内外に発信する施設
として、さらにはイベントでの利用や、
来街者、地域住民など多くの人が利用
できるおもてなし施設として、文化会
館西側に、「和の文化芸術の拠点」を
整備してまいります。
　また、俳聖・松尾芭蕉の「おくのほ
そ道」ゆかりの地として、市の知名度
を全国的に情報発信するとともに、草
加らしい文化芸術の推進を図るため、
第9回奥の細道文学賞、第3回ドナルド
・キーン賞の作品選考を実施してまい
ります。
　さらに、アコス株式会社が設置した
「アコスビジョン」を活用し、市政情
報を広くPRするとともに、60周年関
連事業において作成する映像などの放
映を行ってまいります。

　次に、「まちのにぎわいの創出」に
関わる取組について申し上げます。
　草加駅東口周辺のにぎわい創出に関
する取組として、平成28年度に策定し
た「そうかリノベーションまちづくり
構想」の実現に向けて、リノベーショ
ン事業の事業化への支援、リノベーシ
ョンスクールの開催など、リノベーシ
ョンまちづくりを引き続き推進し、産
業の創出による雇用の拡大、地域の活
性化を図ってまいります。
　また、草加駅東口駅前広場について、
平成29年度に実施した基礎調査と、利
用計画の検討結果を踏まえ、平成31年
度の改修工事に向けた実施設計を行っ
てまいります。
　さらに、旧道モデル道路整備事業と
して、バリアフリーに配慮した歩道整
備を行い、イベントなどでの利用を考
慮した道路の整備を進めてまいります。

　平成28年度には、これまで守り継い
できた貴重な財産である草加松原を、
次世代へ確実に継承するとともに、そ
の価値を高める取組に向けて、「国指
定名勝『おくのほそ道の風景地　草加
松原』保存活用計画」を策定しました。
新年度は、この計画に基づき、有識者
で組織する保存活用委員会の指導助言
をいただきながら、整備計画を策定し
てまいります。
　また、草加松原を活用した取組とし

て、市民団体の皆様と連携して実施し
ている和舟の舟行について、平成29年
度に実施した詳細設計に基づき、係留
施設を新たに設置するため、改修工事
を行うなど、体験型観光の推進を図る
とともに、中曽根橋をライトアップし
てまいります。
　さらに、都市計画マスタープランの
改定を踏まえ、景観計画・景観条例の
改定を進め、本市のまちの魅力の向上
や、にぎわい交流エリアにおける良好
な景観づくりによるにぎわいの創出を
図ってまいります。

　次に、「子育て・教育などの充実」
に関わる取組について申し上げます。
　保育園の待機児童の解消と、子育て
環境の整備に関する取組としましては、
平成31年4月に開設予定の民間認可保
育所の整備や、幼稚園から認定こども
園への移行などに対する支援を行って
まいります。 
　また、平成29年度に小規模保育事業
所を増やしたことを受け、3歳児の受
け入れのため、私立幼稚園への就労支
援預かり保育事業補助金を創設してま
いります。
　さらに、子どもたちの安全確保のた
め、引き続き、公立保育園の耐震化を
進めてまいります。新年度は、こやま
保育園の補強工事のほか、やつか保育
園の耐震診断、たかさご保育園の建替
えに向けた準備を行ってまいります。
　放課後児童クラブにつきましては、
17か所の児童クラブの管理・運営者を、
ＮＰＯ法人草加・元気っ子クラブから
社会福祉法人草加市社会福祉協議会に
変更し、事業の安定化を図るとともに、
待機児童対策として、第2児童クラブ
を2か所増設し、合計で14か所として
まいります。

　教育環境の改善に関する取組としま
しては、老朽化した小・中学校の校舎
の耐久性を確保するため、大規模改造
工事を計画的に進めてまいります。新
年度は、川柳中学校の改修工事を行っ
てまいります。
　また、快適な環境整備を図るため、
引き続き、トイレの改修を計画的に進
めてまいります。新年度は、小・中学
校合わせて9校の実施設計と、小学校9
校の改修工事を実施してまいります。
　さらに、平成31年度に特別教室など
へ、エアコンを導入していくための調
査などを行ってまいります。
　学力向上に関する取組としましては、
本市独自の学力・学習状況調査による
理解度の把握と合わせまして、全国学
力・学習状況調査の結果分析により、

授業内容の改善を図ってまいります。
学力向上推進校には、学力向上推進補
助員を配置し、児童生徒の学習に対す
る支援の充実を図ってまいります。
　また、順次導入しているタブレット
型コンピューターや電子黒板を、新年
度では全ての小・中学校に導入すると
ともに、引き続き、ICT支援員を配置
することで、ICTによる学習環境を整
備してまいります。
　さらに、語学指導助手、いわゆる
ALTの配置を充実させ、英語教育・
国際理解教育の推進を図るとともに、
引き続き、児童生徒が中学校を卒業す
るまでに、英語検定試験3級を取得で
きるよう支援を行ってまいります。

　中学校における部活動につきまして
は、部活動指導員を新たに配置し、地
域の指導者を活用して、部活動指導体
制の充実を図ってまいります。
　また、今後も学校図書の積極的な更
新により、学校図書館の充実を図り、
児童生徒の読書活動の推進を通して、
確かな学力、豊かな心を育んでまいり
ます。
　さらに、いじめ防止対策として、ま
ずは中学1年生を対象に、いじめの予
防や解決方法を話し合い、考える授業
を行うとともに、スマートフォンやタ
ブレットから、生徒が匿名で通報や相
談ができる対話型アプリを導入してま
いります。
　子ども教育連携に関する取組としま
しては、これまでの交流・連携や、小
中一貫教育の成果を踏まえ、市内全て
の中学校区において、幼保小中を一貫
した教育を実施します。幼保小中の教
職員が、15年間を見通した保育・教育
を実践できるよう、子ども教育プログ
ラムなどを改定するほか、「親の学
習」講座や研究発表会の開催を通して、
家庭や地域との一層の連携を図ります。

　重点テーマの三つ目は、「コミュニ
ティ力の向上」です。
　大きく変化する社会状況や自然災害、
それに伴い多様化する市民ニーズに対
応し、魅力あるまちづくりを推進する
ためには、行政の力だけでなく、市民
の皆様一人ひとりが、それぞれの分野
において力を発揮していただき、それ

をまちづくりに活かしていくことがま
すます重要になってまいります。
　本市はこれまで、防災や防犯、福祉
や文化・観光、教育など、様々な分野
において、市民団体や市出資法人など
をはじめとした、多くの市民の皆様に
支えられてきました。そうした取組が
相互に連携し、生み出している力こそ
が「コミュニティ力」、「地域力」で
あり、行政を含め、それぞれがネット
ワークを築いていくことで、より持続
可能な、つよいまちにつながっていく
ものと考えております。
　今後も、市民の皆様それぞれの取組
が、効果的・効率的に機能し、それが
地域課題の解決につながっていくよう、
コミュニティ力の向上に向けた仕組み
づくりなど、様々な支援を進めてまい
ります。

　はじめに、「市民協働によるまちづ
くり」に関わる取組について申し上げ
ます。
　平成29年度から、改定都市計画マス
タープラン「まちづくりの基本となる
計画」が施行されました。新年度は、
計画に掲げるまちの将来像の実現に向
けて、地区ごとの行動計画である「コ
ミュニティプラン」の策定を進める中
で、地区の方々との連携や、役割分担
などの仕組みづくりに取り組んでまい
ります。
　また、地域の活性化や、生活環境の
向上のため、昨年8月には、「草加市、
セブン－イレブン・ジャパン及びイト
ーヨーカ堂　地域活性化包括連携協
定」を締結しました。新年度はこの協
定に基づき、地域産業の振興や、暮ら
しの安全・安心の確保など、幅広い分
野において、連携内容の充実と、協働
による活動を推進してまいります。
　さらに、（仮称）松原児童センター
について、平成33年度の供用開始に向
け、平成29年度に策定する基本計画に
基づき、市民ワークショップを開催す
る中で、基本設計と実施設計を行って
まいります。

　次に、「市民活動・支え合いへの取
組」について申し上げます。
　総合振興計画と一体で策定しており
ます「地域福祉計画」の理念に基づき、
「地域福祉推進基本方針」を策定し、
地域の課題を地域で解決する機運の醸
成を図り、支え合いのまちづくりを進
めてまいります。
　また、地域の課題を把握し、課題解
決に向けたケアプランの作成や、地域
コミュニティづくりなどを行う「コミ
ュニティソーシャルワーカー」を配置

してまいります。
　さらに、平成29年度に配布を開始し
た「ヘルプカード」に加え、障がいの
ある方が、特に災害などの緊急時に、
スムーズな援助が受けられるよう、
「ヘルプマーク」を作成し、配布して
まいります。
　生活困窮世帯の子どもに対する支援
としましては、貧困の連鎖を防止する
ため、子どもの学習支援、家庭支援に
ついて、より多くの子どもが参加でき
るよう、定員枠を広げてまいります。
　最後に、行政事務の効率を高める取
組として、意思決定の迅速化、公文書
の適正管理などのために、電子決裁機
能などを備えた文書管理システムを導
入してまいります。

　以上が、3つの重点テーマに沿った
新年度の主要事業でございますが、こ
れに加え、本年は市制60周年に関わる
多様な事業を実施し、愛着と誇りに満
ちたまちづくりを進めてまいります。
　まず、草加のまちの魅力を広く発信
し、共感していただくため、本市を舞
台にしたPRアニメーションを制作し、
周知をしてまいります。
　また、草加市歌の「想い出はいつ
も」について、未来へ継承していくた
め、時代に合った編曲を行うとともに、
こうした歌を記念式典で披露するため、
若い世代による合唱団を結成してまい
ります。
　さらに、松並木の名勝指定や、駅名
変更などの環境の変化を踏まえ、綾瀬
川左岸広場の新たな名称を公募してま
いります。
　これらPR映像や、編曲した市歌の
合唱披露などを含め、60周年の感動を、
市民の皆様と共有できるような記念式
典の開催を、本年11月11日に予定して
おります。
　そのほかにも、草加市文化芸術振興
条例に基づき、草加らしい文化芸術、
伝統的な文化芸術の振興を図るために、
おくのほそ道のつながりから、日本文
学研究者ドナルド・キーン先生にゆか
りのある古浄瑠璃「越後國柏崎　弘知
法印御伝記」草加公演を実施してまい
ります。

　また、草加松原の魅力を広く発信す
るため、全国から「草加松原」や
「松」をテーマとした作品を公募し、
美術展を開催してまいります。
　さらに、本年4月に開催が予定され

ております大相撲草加場所をはじめ、
市民団体や市出資法人と連携して、
様々な記念事業を実施し、市民の皆様
とともに60周年を祝ってまいりたいと
考えております。

　これまで、新年度における市政運営
の基本方針と、主要な取組について申
し述べてまいりました。
　私の市長としての任期も、2期目の
最後の年を迎えることとなりました。
　また、平成28年度から始まりました
第四次総合振興計画は、本年で3年目
を迎えます。
　これまでの成果や課題などを踏まえ、
本年は、平成32年度から始まる第二期
基本計画の策定に向け、次の4年間に
おける施策の目標や、方向性の検討な
どの準備を進めてまいります。
　併せて、施策評価市民アンケートな
どにより把握をした各施策の満足度を、
第二期基本計画に活かしていくととも
に、基本計画の目標を確実に達成する
ために、進行管理サイクルの確立に向
けた取組を進めてまいります。
　また、市制60周年記念事業では、1
年間のみの取組に留まらず、PRアニ
メーションなど、将来にわたって活用
できる成果物を創出してまいります。
この節目を通じ、今後さらに多くの
方々が、草加のまちに関心を持ち、積
極的に関わっていただくことで、まち
の魅力を共に創り、「快適都市－草加
－」の実現に向けて取り組んでいくた
めの大きな力になるものと考えており
ます。

　市民の皆様がみな健康で、活躍をし
ていただくことが、「地域力」の向上
につながります。
　また、何が起きてもおかしくないこ
の時代においては、想定外のことが起
きた時にしっかり対応できるような、
つよい市役所を作っていくことが重要
です。そのためにも、職員力・組織力
をさらに高め、市民の皆様と職員一人
ひとりが、つながり、支え合う中で、
豊かさを実感できる草加を目指してま
いります。
　新年度も、こうした認識のもと、市
民の皆様、議会の皆様と手を携えなが
ら、職員一丸となって市政運営に取り
組んでまいりますので、ご理解・ご協
力を賜りますことをお願い申し上げ、
平成30年度の市政運営に臨む所信とさ
せていただきます。
　どうぞよろしくお願いいたします。

建て替えられる市民温水プール

草加松原AKOS VISION

ブランド力の向上
重点テーマ②

しゅう こう

けいりゅう



④ 2018年3月5日号 草加人のための情報紙　広報「そうか」市政情報

　平成30年草加市議会2月定例会の開
会に当たりまして、市政運営に臨む所
信の一端を申し述べ、議員の皆様をは
じめとする市民の皆様のご理解を賜り
たいと存じます。

　本市は、昭和33年11月1日の市制施
行から、本年で60周年を迎えます。50
周年のテーマであります「共生」の実
現に向けた取組が進み、この10年間で、
文化・福祉・教育・子育てなど、あら
ゆる分野において、市民力・地域力が
発揮されてきました。こうした力は、
まちへの「愛着と誇り」が原動力とな
っており、それは、平成28年度に実施
した「草加市民アンケート」において、
76.5％の方に「今後も草加市に住み続
けたい」とご回答いただいたことにも
表れていると感じております。
　そこで60周年では、今日まで草加を
築き上げてこられた方々に敬意を表す
とともに、様々な記念事業などを通じ
て、市民の皆様がまちを知り、体験・
共感していただくことで、まちへの愛
着や誇りのさらなる醸成を図ってまい
りたいと考えております。

　そのため、今後さらに、地域に関わ
る全ての人々が、「共」に協力し、
様々な資源を活用することで、まちの

魅力や地域の豊かさを、より一層
「創」り出していこう、そして、「い
つまでもこのまちで暮らしたい」、
「このまちで子どもを育てたい」と実
感できる快適都市を「創」っていこう、
という思いを込め、60周年のテーマは、
「共に創ろう！快適都市、草加。」と
させていただきました。

　さて、市制施行当時、約3万5千人だ
った人口は、60年後の現在では、約24
万8千人まで増加しました。
　また、近年の我が国の経済情勢は、
長期にわたる景気の回復基調が続いて
おり、内閣府の発表によりますと、バ
ブル期を超え、戦後2番目の長さとな
っております。
　一方で、本市の人口は、平成27年に
初めて、出生者数が死亡者数を下回る
自然減へと転じました。今後も、全国
的に人口減少、少子高齢化は進んでい

くものと予想されており、特に、生産
年齢人口の減少は、税収の減少や、労
働市場における人手不足につながるこ
とが懸念されます。

　「不易流行」という言葉がございま
す。草加にもゆかりのある俳聖・松尾
芭蕉が、「おくのほそ道」の旅の中で
見出した俳諧の理念の一つです。この
言葉は、「不易は永遠にかわらないこ
と、流行は時々に変化することで、俳
諧は、その両面をもって深めていくこ
とが大切である。」という意味です。
　平成31年5月より、新たな元号にか
わることが決まりました。新たな時代
が始まろうとしておりますが、「不易
流行」の言葉のとおり、引き続き、こ
れまで築き上げてきた行政基盤を活か
すとともに、時代の変化にも対応して
いき、その両面を進めていくことで、
今後も、若い世代の方々に住みたい、
住み続けたいと思っていただけるまち
を目指し、魅力あるまちづくりを進め
てまいります。
　昨年4月には、「松原団地駅」の駅
名が、「獨協大学前＜草加松原＞駅」
へ改称されました。これを契機として、
国指定名勝「おくのほそ道の風景地　
草加松原」など、本市の歴史と文化を
活かしながら、まちの魅力をさらに高
めてまいります。また、「大学がある
まち」として、本市とともに歴史を重
ねてきました獨協大学とともに、若い
活力にあふれているまちであることを

PRしてまいります。
　本年は、東京外かく環状道路の千葉
県区間の開通も予定されており、交通
の利便性の向上や、地域間のさらなる
連携が期待されます。本市としまして
も、こうした「つよみ」を活かしなが
ら、引き続き、埼玉県企業局と連携し
た柿木地区での企業誘致などを通じて、
雇用の創出や若い世代の流入、税収の
確保に努めてまいります。
　このような地域経済の活性化に関わ
る取組とともに、市民の皆様の生活に
おいて豊かさが実感できるよう、市の
事業を着実に進めてまいります。
　併せて、国が掲げる「働き方改革」
の実現方策の一環として、子育てと仕
事の両立のための待機児童対策も進め
てまいります。

　住み続けていただくための安全・安
心に関わる対策により、「つよいま
ち」をつくることも重要性を増してい
ます。
　昨年7月には、九州北部豪雨により
甚大な被害が発生し、市内でも突風に
よる被害が生じました。
　また、交通や防犯に目を向けますと、
交通死亡事故の多発により、昨年4月
17日からの3か月間、埼玉県知事から、
「交通事故防止特別対策地域」に指定
される事態に至りました。
　特殊詐欺による被害も、過去最悪の
事態となっております。
　こうした状況を深刻に受け止め、関

係団体とも協力し、誰もが安心して暮
らせる「快適都市－草加－」の実現に
取り組んでまいります。
　昨年11月には、近い将来、発生が予
想されている首都直下型地震に備え、
町会連合会主催による「避難所運営市
民防災訓練」が、小・中学校など33の
避難所で実施されました。地域の皆様
が主体となり、市内一斉で実施する訓
練は、県内初めての試みでしたが、約
1万人の方々が参加し、「市民力」が
大いに発揮されたと感じております。

　一人ひとりが防災意識を高め、「自
助」「共助」を考えて助け合うことで、
災害による被害を減らすことができま
す。地域のつながり、支え合いの力こ
そが「市民力」であり、「まちの力」
です。そして、これを支える「職員
力」が加わることで、これから先の持
続可能性や、安心の向上につながるも
のと考えております。
　また、災害時の拠点となる公共施設
の整備も重要です。安全性の向上に加
え、利便性の向上や長寿命化対策など、
老朽化した各施設の整備・更新を順次
進めてまいります。

　こうした基本的認識に基づき、新年
度の予算編成に当たっては、本市を取
り巻く状況を的確に把握し、中長期的
に持続可能で、健全な財政を維持して
いくことを基本的な方針として、取り
組んでまいりました。
　今後も、社会保障などの民生費の増
大、公共施設の更新などに伴い、歳出
の増加が見込まれます。市民アンケー
トの結果などを踏まえ、より優先度の
高い施策に必要な財源を充当し、より
効果的・効率的に事業を実施していく
必要があると認識しております。
　そのような中、本市では、市税の収
納率が、直近5年間で5.1ポイント改善
し、平成28年度には93.9％まで向上し
ました。
　今後も引き続き、税収の確保や、産
業基盤の整備にも取り組む中で、地域
経済の活性化を図りながら、財政力を
高めてまいります。
　また、昨年11月末から12月半ばにか
けて実施しました「平成29年度窓口お
客さまアンケート」では、職員の対応
や待ち時間などについて、今まで以上
の高い評価をいただきました。今後も、
さらなる職員力の向上に努め、質の高

い行政サービスを提供してまいります。

　重点テーマの一つ目は、「持続可能
性の向上」です。
　大規模災害への備えや、老朽化した
公共施設の適切な維持・更新、高齢化
の進行への対応など、安全・安心に対
するニーズは年々高まっています。ま
た、「つよいまち」を支えるための地
域経済の活性化も重要です。
　今後もまちの活力を維持し、社会経
済状況に対応した、持続可能で安心し
て暮らすことのできるまちづくりに取
り組んでまいります。

　はじめに、「安全安心なまちづく
り」に関わる取組について申し上げま
す。
　災害時の対策本部となる本庁舎の建
替えにつきましては、平成33年度中の
完成に向け、引き続き基本設計・実施
設計を行ってまいります。
　また、災害情報の迅速で正確な提供
のため、Jアラート設備の整備を進め
てまいります。
　避難所となる小学校、中学校につき
ましては、屋内運動場の窓ガラス、照
明、バスケットゴールなど、非構造部
材の耐震化を引き続き進めてまいりま
す。
　また、昭和56年建設の中央公民館に
ついて、安心して利用できるよう、耐
震診断を実施してまいります。
　まちの基盤となるインフラにつきま
しては、大型台風やゲリラ豪雨に備え、
さらなる浸水対策のため、排水施設の
更新や水防体制の充実など、総合的な
治水対策を進めるとともに、橋りょう
の修繕など、計画的な整備を進めてま
いります。

　地域における防災力の向上につきま
しても、地域間の連携を強化し、「自
らのまちは自ら守る」という理念のも
と、自主防災組織の組織力・防災力強
化のための育成援助、防災備蓄品や防
災資機材の充実を図り、自助・共助に
よる安全なまちづくりを進めてまいり
ます。
　防犯に関する取組では、獨協大学前
＜草加松原＞駅東口の「松原パトロー
ルステーション」の夜間体制を、民間
委託の警備員から、警察ＯＢによる防
犯パトロールアドバイザーに替えるこ
とで、悪質な客引きなどの是正指導を
図ってまいります。
　また、昨年4月施行の「草加市家屋

及び土地の適正管理に関する条例」に
基づき実施しました空き家調査の結果
に基づき、新年度は「空家等対策計
画」を策定してまいります。
　交通安全の取組では、草加市交通災
害共済制度の廃止に伴い、新たに、賠
償責任補償も付加した本市オリジナル
の保険制度「入って安心！RinRin（り
んりん）そうか」を、保険会社と共同
で創設したことから、今後は加入の促
進を図ってまいります。

　また、交通安全意識を高めるための
交通事故再現体験教室について、中学
校在学中に全ての生徒が1回は体験で
きるよう、拡充を図ってまいります。

　次に、「地域経済の活性化」に関わ
る取組について申し上げます。
　柿木地区の企業誘致推進エリアの整
備につきましては、市内産業の振興、
雇用の拡大を図るため、自然環境、周
辺環境と調和した産業団地の整備に向
け、引き続き埼玉県企業局と連携して
まいります。
　また、都市型産業の育成に向け、
「草加市創業支援事業計画」に基づき、
草加商工会議所や、日本政策金融公庫
越谷支店などの金融機関と連携し、引
き続き創業支援事業を実施してまいり
ます。

　平成29年度には、草加せんべい振興
協議会により、「草加せんべいで創る
モザイクアートイベント」が開催され
ました。新年度には、同協議会の関連
団体であります草加地区手焼煎餅協同
組合が、設立50周年を迎えます。市制
60周年、2020年東京オリンピック・パ
ラリンピックを控え、草加せんべいの
国際的PRの強化のため、国内外に魅
力を発信するPRイベントなどを企画
・開催する団体や、商品開発・販路拡
大・国外への輸出などを行う事業者な
どへの支援を行うことで、より広角的
な視点から、本市の魅力を発信し、ま
ちの活性化につなげてまいります。

　農業振興に関する取組につきまして
は、本市の特性である「生産地であり
消費地である」という強みを活かし、
農産物の庭先販売や、学校給食での食
材活用など、地産地消の取組を推進す

るとともに、小学校における枝豆の栽
培体験などによる特産品振興の推進や、
草加都市農業フェア、草加市農業祭と
いったイベントを通じ、都市農業が持
つ多面的な役割について、周知を図っ
てまいります。
　また、本市における農業の方向を明
確にし、さらなる農業振興を進めるた
め、平成31年度に策定予定の「（仮
称）草加市都市農業振興基本計画」に
ついて、新年度は、現状・課題を把握
するとともに、農業者など関係者の意
見を伺い、基本方針について検討を行
ってまいります。

　次に、「だれもが地域で、いつまで
も元気に暮らせるまちづくり」に関わ
る取組について申し上げます。
　昨年10月から、地域の皆様が主体で、
市内5箇所で取り組んでいただいてい
る介護予防教室である「ジャンプ教
室」について、今後もリーダー養成講
座の開催などを通じて、教室数の増加、
支援を行ってまいります。

　また、平成28年度に開設した認知症
カフェにおいて、引き続き認知症の方
と、そのご家族の支援などを行うとと
もに、認知症の早期診断、早期対応に
向け、医療、介護の専門職で構成する
「認知症初期集中支援チーム」を設置
するなど、介護予防や支援に向けた取
組をさらに推進してまいります。

　「そうかみんなで健康づくり計画」
に基づく取組としましては、子宮がん
検診の受診者の増加に向け、現在の隔
年での受診を、毎年受診できるように
見直すとともに、検診受付方法を変更
することで、利便性を高めてまいりま
す。
　また、「妊娠期から出産、子育て期
までの、切れ目のない支援推進プロジ
ェクト」として、埼玉県が実施する不
妊検査・不妊治療に対する助成事業、
いわゆる「ウェルカム・ベイビー・プ
ロジェクト」への参加や、里帰り出産
での乳児予防接種への助成事業を実施
していくことで、女性にやさしいまち
づくりを進めてまいります。
　さらに、埼玉県が実施する「埼玉県
コバトン健康マイレージ」事業に参加
し、市民の皆様が歩数管理できるシス

❹これからの
まちづくりに向けて

幼保小中を一貫した教育を
市内すべての中学校区で
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地域の課題解決に
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テムを導入することで、運動習慣を継
続し、生活習慣病の予防につながる健
康づくりを推進してまいります。
　草加市立病院につきましては、事業
管理者制度のもと、地域の基幹病院と
しての役割を果たす体制づくりを進め
るとともに、休止とした産科の早期再
開に全力を尽くしてまいります。

　障がいのある方に対する支援につき
ましては、日中、障害福祉サービス事
業所などにおいて、障がいのある方に
活動の場を提供し、見守りや、社会に
適応するための日常的な訓練を行うと
ともに、ご家族の方の就労や、一時的
な休息のため、「日中一時支援事業」
のサービスを開始してまいります。
　また、障がいや発達に心配のある子
どもの支援に必要な相談体制の充実や、
療育事業の質の向上を図るため、市内
の障害児相談支援事業者や、事業所連
絡協議会に対する補助を行ってまいり
ます。
　建築から40年以上経過している児童
発達支援センターあおば学園につきま
しては、肢体不自由児の受け入れ機能
を追加するとともに、子どもたちがよ
り安心して過ごせる施設として整備す
るための準備を行ってまいります。

　スポーツを通した健康づくりの取組
としましては、市民温水プールについ
て、平成29年度に実施した建物健全調
査の結果を受け、屋内運動ができる施
設に建替えるための基本設計を行って
まいります。

　また、そうか公園テニスコートが快
適な環境で競技できるよう、コート面
の張替修繕を進めてまいります。
　さらに、これらのスポーツ施設が連
携して事業展開を図り、スポーツを通
じた健康づくりを促進することを目的
に、市北東部のスポーツ推進地区に、
スポーツ・健康づくりのシンボル的な
拠点として、屋外スポーツ施設を整備
するため、必要な手続を進めてまいり
ます。

　重点テーマの二つ目は、「ブランド

力の向上」です。
　まちの活力を維持するためには、市
民の皆様に「いつまでも住み続けた
い」という、愛着と誇りを持っていた
だけるまち、また市外の方には、「訪
れてみたい」、「住んでみたい」とい
う魅力を感じていただけるまちにして
いくことが必要です。
　そのため、都市基盤整備などのハー
ド面と、にぎわいの創出や、子育て・
教育などのソフト面の両面から、地域
資源を活用しつつ、まちの付加価値を
高め、「草加」というブランド力を高
める取組を進めてまいります。また、
「シティプロモーション」の推進によ
り、これらの取組を積極的に発信して
まいります。

　はじめに、「魅力あるまちづくり」
に関わる取組について申し上げます。
　都市基盤の整備に関する取組としま
しては、災害に強い良好な居住環境を
目指し、引き続き公共施設の整備など、
新田駅周辺の土地区画整理事業を進め
てまいります。
　また、独立行政法人都市再生機構に
よる松原団地の建替えに合わせて、公
共施設の整備や浸水対策など、計画的
なまちづくりを進めてまいります。
　谷塚駅西口地区では、昨年5月に権
利者協議会から提出をいただきました、
「谷塚駅西口地区まちづくり構想」の
実現を目指し、合意形成に向けた取組
を進めてまいります。
　手代町では、住民の皆様の利便性の
向上を図るため、わかりやすい住所表
記とする住居表示を実施してまいりま
す。

　また、地域の拠点となるみどりの創
出について、「みどりの基本計画」に
基づき、みどりのネットワークを形成
し、環境保全や地域コミュニティ・防
災機能などの向上を図るため、引き続
き公園・広場の整備を進めてまいりま
す。
　さらに、桜の名所として、市の観光
資源にもなっている葛西用水沿いの桜
並木について、平成28年度、平成29年
度に実施した調査結果に基づき、将来
を見据えた保全管理計画を策定してま
いります。

　市民の皆様との協働により推進して
まいりました、文化芸術の振興に関す
る取組につきましては、公益財団法人
草加市文化協会や文化団体の自主性、

創造性を十分に尊重しつつ、市民の皆
様が、様々な場面で文化芸術を享受す
ることができるよう、環境の整備に努
めてまいります。
　具体的な取組としましては、本市の
和の文化芸術を市内外に発信する施設
として、さらにはイベントでの利用や、
来街者、地域住民など多くの人が利用
できるおもてなし施設として、文化会
館西側に、「和の文化芸術の拠点」を
整備してまいります。
　また、俳聖・松尾芭蕉の「おくのほ
そ道」ゆかりの地として、市の知名度
を全国的に情報発信するとともに、草
加らしい文化芸術の推進を図るため、
第9回奥の細道文学賞、第3回ドナルド
・キーン賞の作品選考を実施してまい
ります。
　さらに、アコス株式会社が設置した
「アコスビジョン」を活用し、市政情
報を広くPRするとともに、60周年関
連事業において作成する映像などの放
映を行ってまいります。

　次に、「まちのにぎわいの創出」に
関わる取組について申し上げます。
　草加駅東口周辺のにぎわい創出に関
する取組として、平成28年度に策定し
た「そうかリノベーションまちづくり
構想」の実現に向けて、リノベーショ
ン事業の事業化への支援、リノベーシ
ョンスクールの開催など、リノベーシ
ョンまちづくりを引き続き推進し、産
業の創出による雇用の拡大、地域の活
性化を図ってまいります。
　また、草加駅東口駅前広場について、
平成29年度に実施した基礎調査と、利
用計画の検討結果を踏まえ、平成31年
度の改修工事に向けた実施設計を行っ
てまいります。
　さらに、旧道モデル道路整備事業と
して、バリアフリーに配慮した歩道整
備を行い、イベントなどでの利用を考
慮した道路の整備を進めてまいります。

　平成28年度には、これまで守り継い
できた貴重な財産である草加松原を、
次世代へ確実に継承するとともに、そ
の価値を高める取組に向けて、「国指
定名勝『おくのほそ道の風景地　草加
松原』保存活用計画」を策定しました。
新年度は、この計画に基づき、有識者
で組織する保存活用委員会の指導助言
をいただきながら、整備計画を策定し
てまいります。
　また、草加松原を活用した取組とし

て、市民団体の皆様と連携して実施し
ている和舟の舟行について、平成29年
度に実施した詳細設計に基づき、係留
施設を新たに設置するため、改修工事
を行うなど、体験型観光の推進を図る
とともに、中曽根橋をライトアップし
てまいります。
　さらに、都市計画マスタープランの
改定を踏まえ、景観計画・景観条例の
改定を進め、本市のまちの魅力の向上
や、にぎわい交流エリアにおける良好
な景観づくりによるにぎわいの創出を
図ってまいります。

　次に、「子育て・教育などの充実」
に関わる取組について申し上げます。
　保育園の待機児童の解消と、子育て
環境の整備に関する取組としましては、
平成31年4月に開設予定の民間認可保
育所の整備や、幼稚園から認定こども
園への移行などに対する支援を行って
まいります。 
　また、平成29年度に小規模保育事業
所を増やしたことを受け、3歳児の受
け入れのため、私立幼稚園への就労支
援預かり保育事業補助金を創設してま
いります。
　さらに、子どもたちの安全確保のた
め、引き続き、公立保育園の耐震化を
進めてまいります。新年度は、こやま
保育園の補強工事のほか、やつか保育
園の耐震診断、たかさご保育園の建替
えに向けた準備を行ってまいります。
　放課後児童クラブにつきましては、
17か所の児童クラブの管理・運営者を、
ＮＰＯ法人草加・元気っ子クラブから
社会福祉法人草加市社会福祉協議会に
変更し、事業の安定化を図るとともに、
待機児童対策として、第2児童クラブ
を2か所増設し、合計で14か所として
まいります。

　教育環境の改善に関する取組としま
しては、老朽化した小・中学校の校舎
の耐久性を確保するため、大規模改造
工事を計画的に進めてまいります。新
年度は、川柳中学校の改修工事を行っ
てまいります。
　また、快適な環境整備を図るため、
引き続き、トイレの改修を計画的に進
めてまいります。新年度は、小・中学
校合わせて9校の実施設計と、小学校9
校の改修工事を実施してまいります。
　さらに、平成31年度に特別教室など
へ、エアコンを導入していくための調
査などを行ってまいります。
　学力向上に関する取組としましては、
本市独自の学力・学習状況調査による
理解度の把握と合わせまして、全国学
力・学習状況調査の結果分析により、

授業内容の改善を図ってまいります。
学力向上推進校には、学力向上推進補
助員を配置し、児童生徒の学習に対す
る支援の充実を図ってまいります。
　また、順次導入しているタブレット
型コンピューターや電子黒板を、新年
度では全ての小・中学校に導入すると
ともに、引き続き、ICT支援員を配置
することで、ICTによる学習環境を整
備してまいります。
　さらに、語学指導助手、いわゆる
ALTの配置を充実させ、英語教育・
国際理解教育の推進を図るとともに、
引き続き、児童生徒が中学校を卒業す
るまでに、英語検定試験3級を取得で
きるよう支援を行ってまいります。

　中学校における部活動につきまして
は、部活動指導員を新たに配置し、地
域の指導者を活用して、部活動指導体
制の充実を図ってまいります。
　また、今後も学校図書の積極的な更
新により、学校図書館の充実を図り、
児童生徒の読書活動の推進を通して、
確かな学力、豊かな心を育んでまいり
ます。
　さらに、いじめ防止対策として、ま
ずは中学1年生を対象に、いじめの予
防や解決方法を話し合い、考える授業
を行うとともに、スマートフォンやタ
ブレットから、生徒が匿名で通報や相
談ができる対話型アプリを導入してま
いります。
　子ども教育連携に関する取組としま
しては、これまでの交流・連携や、小
中一貫教育の成果を踏まえ、市内全て
の中学校区において、幼保小中を一貫
した教育を実施します。幼保小中の教
職員が、15年間を見通した保育・教育
を実践できるよう、子ども教育プログ
ラムなどを改定するほか、「親の学
習」講座や研究発表会の開催を通して、
家庭や地域との一層の連携を図ります。

　重点テーマの三つ目は、「コミュニ
ティ力の向上」です。
　大きく変化する社会状況や自然災害、
それに伴い多様化する市民ニーズに対
応し、魅力あるまちづくりを推進する
ためには、行政の力だけでなく、市民
の皆様一人ひとりが、それぞれの分野
において力を発揮していただき、それ

をまちづくりに活かしていくことがま
すます重要になってまいります。
　本市はこれまで、防災や防犯、福祉
や文化・観光、教育など、様々な分野
において、市民団体や市出資法人など
をはじめとした、多くの市民の皆様に
支えられてきました。そうした取組が
相互に連携し、生み出している力こそ
が「コミュニティ力」、「地域力」で
あり、行政を含め、それぞれがネット
ワークを築いていくことで、より持続
可能な、つよいまちにつながっていく
ものと考えております。
　今後も、市民の皆様それぞれの取組
が、効果的・効率的に機能し、それが
地域課題の解決につながっていくよう、
コミュニティ力の向上に向けた仕組み
づくりなど、様々な支援を進めてまい
ります。

　はじめに、「市民協働によるまちづ
くり」に関わる取組について申し上げ
ます。
　平成29年度から、改定都市計画マス
タープラン「まちづくりの基本となる
計画」が施行されました。新年度は、
計画に掲げるまちの将来像の実現に向
けて、地区ごとの行動計画である「コ
ミュニティプラン」の策定を進める中
で、地区の方々との連携や、役割分担
などの仕組みづくりに取り組んでまい
ります。
　また、地域の活性化や、生活環境の
向上のため、昨年8月には、「草加市、
セブン－イレブン・ジャパン及びイト
ーヨーカ堂　地域活性化包括連携協
定」を締結しました。新年度はこの協
定に基づき、地域産業の振興や、暮ら
しの安全・安心の確保など、幅広い分
野において、連携内容の充実と、協働
による活動を推進してまいります。
　さらに、（仮称）松原児童センター
について、平成33年度の供用開始に向
け、平成29年度に策定する基本計画に
基づき、市民ワークショップを開催す
る中で、基本設計と実施設計を行って
まいります。

　次に、「市民活動・支え合いへの取
組」について申し上げます。
　総合振興計画と一体で策定しており
ます「地域福祉計画」の理念に基づき、
「地域福祉推進基本方針」を策定し、
地域の課題を地域で解決する機運の醸
成を図り、支え合いのまちづくりを進
めてまいります。
　また、地域の課題を把握し、課題解
決に向けたケアプランの作成や、地域
コミュニティづくりなどを行う「コミ
ュニティソーシャルワーカー」を配置

してまいります。
　さらに、平成29年度に配布を開始し
た「ヘルプカード」に加え、障がいの
ある方が、特に災害などの緊急時に、
スムーズな援助が受けられるよう、
「ヘルプマーク」を作成し、配布して
まいります。
　生活困窮世帯の子どもに対する支援
としましては、貧困の連鎖を防止する
ため、子どもの学習支援、家庭支援に
ついて、より多くの子どもが参加でき
るよう、定員枠を広げてまいります。
　最後に、行政事務の効率を高める取
組として、意思決定の迅速化、公文書
の適正管理などのために、電子決裁機
能などを備えた文書管理システムを導
入してまいります。

　以上が、3つの重点テーマに沿った
新年度の主要事業でございますが、こ
れに加え、本年は市制60周年に関わる
多様な事業を実施し、愛着と誇りに満
ちたまちづくりを進めてまいります。
　まず、草加のまちの魅力を広く発信
し、共感していただくため、本市を舞
台にしたPRアニメーションを制作し、
周知をしてまいります。
　また、草加市歌の「想い出はいつ
も」について、未来へ継承していくた
め、時代に合った編曲を行うとともに、
こうした歌を記念式典で披露するため、
若い世代による合唱団を結成してまい
ります。
　さらに、松並木の名勝指定や、駅名
変更などの環境の変化を踏まえ、綾瀬
川左岸広場の新たな名称を公募してま
いります。
　これらPR映像や、編曲した市歌の
合唱披露などを含め、60周年の感動を、
市民の皆様と共有できるような記念式
典の開催を、本年11月11日に予定して
おります。
　そのほかにも、草加市文化芸術振興
条例に基づき、草加らしい文化芸術、
伝統的な文化芸術の振興を図るために、
おくのほそ道のつながりから、日本文
学研究者ドナルド・キーン先生にゆか
りのある古浄瑠璃「越後國柏崎　弘知
法印御伝記」草加公演を実施してまい
ります。

　また、草加松原の魅力を広く発信す
るため、全国から「草加松原」や
「松」をテーマとした作品を公募し、
美術展を開催してまいります。
　さらに、本年4月に開催が予定され

ております大相撲草加場所をはじめ、
市民団体や市出資法人と連携して、
様々な記念事業を実施し、市民の皆様
とともに60周年を祝ってまいりたいと
考えております。

　これまで、新年度における市政運営
の基本方針と、主要な取組について申
し述べてまいりました。
　私の市長としての任期も、2期目の
最後の年を迎えることとなりました。
　また、平成28年度から始まりました
第四次総合振興計画は、本年で3年目
を迎えます。
　これまでの成果や課題などを踏まえ、
本年は、平成32年度から始まる第二期
基本計画の策定に向け、次の4年間に
おける施策の目標や、方向性の検討な
どの準備を進めてまいります。
　併せて、施策評価市民アンケートな
どにより把握をした各施策の満足度を、
第二期基本計画に活かしていくととも
に、基本計画の目標を確実に達成する
ために、進行管理サイクルの確立に向
けた取組を進めてまいります。
　また、市制60周年記念事業では、1
年間のみの取組に留まらず、PRアニ
メーションなど、将来にわたって活用
できる成果物を創出してまいります。
この節目を通じ、今後さらに多くの
方々が、草加のまちに関心を持ち、積
極的に関わっていただくことで、まち
の魅力を共に創り、「快適都市－草加
－」の実現に向けて取り組んでいくた
めの大きな力になるものと考えており
ます。

　市民の皆様がみな健康で、活躍をし
ていただくことが、「地域力」の向上
につながります。
　また、何が起きてもおかしくないこ
の時代においては、想定外のことが起
きた時にしっかり対応できるような、
つよい市役所を作っていくことが重要
です。そのためにも、職員力・組織力
をさらに高め、市民の皆様と職員一人
ひとりが、つながり、支え合う中で、
豊かさを実感できる草加を目指してま
いります。
　新年度も、こうした認識のもと、市
民の皆様、議会の皆様と手を携えなが
ら、職員一丸となって市政運営に取り
組んでまいりますので、ご理解・ご協
力を賜りますことをお願い申し上げ、
平成30年度の市政運営に臨む所信とさ
せていただきます。
　どうぞよろしくお願いいたします。

年長児と小学1年生の交流授業

弘知法印御伝記

市民と職員が
つながり支え合う中で
豊かさを実感できる
草加を目指す

コミュニティ力の向上
重点テーマ③
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　草加モノづくりブランド実行委員会では、市内で製造している先
進性や独自性のある製品を「草加モノづくりブランド」として認定
しています。平成29年度は新たに5つの製品を認定しました。

　上記5製品の認定証贈呈式を行います。
　贈呈式後は、神奈川県川崎市内の大企業が保有する開放特許のう
ち、活用可能な特許を埼玉県東部地域の中小企業に紹介して、企業
の新製品開発や新事業展開へつなげる知的財産を活用したビジネス
マッチングを川崎市の協力で行います。
■日時　3月22日㈭午後1時～5時
■会場　アコスホール

　草加モノづくりブランドには、これらの製品を含め現在30製品が
認定されていますが、引き続き、実行委員会では草加市内の優れた
製品を認定し、製品の知名度と信頼度を高め、全国に広く情報発信
をすることで、販路拡大を支援していきます。

　市内中小企業者の受注機会を拡大し、市内経済の活性化を
図ることを目的として、市内事業者を対象に平成30・31年度
分の小規模契約（工事等）希望者の登録を受け付けます。
　既に平成28・29年度草加市小規模契約希望者登録している
個人や法人も再登録が必要です。
　なお、4月以降にも随時受け付けます。

問草加商工会議所☎928-81115928-8125　産業振興課☎922-34775922-3406
市内の優れた製品　「草加モノづくりブランド」新たに5製品を認定

草加モノづくりブランド認定証贈呈式
川崎市・埼玉県東部地域知的財産交流会

平成30・31年度
小規模契約（工事等）希望者の
登録を受け付け

草加モノづくりブランド

森紙器株式会社
（青柳2-11- 43）
代表取締役　森　勇一
☎048-936-9321
HP ： http://www.morisiki.co.jp/

「AED（自動体外式除細動器）収納ボックス」

合資会社GS工事
（瀬崎7-2-19）
代表社員　成田　明
☎048-953-9812

「室外機省エネカバー」

ハラダ工芸
（松原5-5-16 -308）
代表　原田　忠夫
☎048-916-4491
HP ： https://www.haradakougei.com/

「金屏風」

株式会社ゼロジー
（八幡町584 -1-405）
代表取締役　金子　孝行
☎080-3511-9936
HP ： http://zelogy.jp/

「T-MADE　フライリール」

PARTS-MATE （パーツメイト）
（新里町847-4）
代表　斎藤　潤
☎048-920-3410
HP ： http://parts-mate.jp/

「草加せんべい形小物入れ」

・・・・・・・・・・・・・

問契約課☎922-11295922-3091

■条　　　件

■対象の契約

■申 請 方 法

■受 付 期 間

市内に主たる事業所（本店）があり、建設工事
の入札参加資格の登録をしていない法人または
個人
予定価格が130万円を超えない軽易な工事や修
繕など
契約課で配布する申請書（市ホームページでも
入手可）に納税証明書などの必要書類を添えて
契約課へ
3月19日㈪～30日㈮（土・日曜日、祝日除く）

　段ボール素材でできたAED
収納ボックス。
　表面はラミネート加工されて
いるので汚れても拭き取るだけ。
　段ボール素材のため、最大で
3.2㎏と軽量で持ち運びやすく、
値段もリーズナブル。

　フライフィッシュ用リールと
して、渓流用・湖用・本流用を
ラインアップしたカスタムメイ
ドリール。
　フライリールをカスタマイズ
してあなただけのオンリーワン
リールを使ってみましょう。

　インテリア向けの小型金屏風。
　高さ35㎝ほどの大きさで室内
や玄関などのちょっとしたスペ
ースに飾るのに最適。
　見た目も華やかで、質感良く
高級感があり、日常に華やかさ
を演出します。

　草加の地場産業である皮革で
作られたせんべい型の小物入れ。
　本物のせんべいから型取りし、
エアーブラシで焼き色を付ける
などの工夫がされ、本物のせん
べいのような仕上がりです。

　高機能遮熱塗料を散布した室
外機カバー。
　室外機の温度によりエアコン
の効率は大きく変化しますが、
室外機にこのカバーを装着する
ことで、年間を通じて室外機の
温度を安定させ、消費電力を約
20％削減することができます。

びょうぶ
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　この度は、婦人科系悪性腫瘍患者様に対して行っていた腹腔
鏡下手術に関する報道で、大変なご心配をおかけしまして心か
らお詫び申し上げます。現在、患者・家族の皆様に誠意をもっ
て、また、納得のいくご説明ができるよう国や埼玉県とも相談
しながら、一つひとつの事柄を確認させていただいております。
　頂戴いたしました様々なご意見等につきましては真摯に受け
止め、調査をすすめてまいりますので、ご理解とご協力をお願
い申し上げます。　　　　

草加市病院事業管理者　高元　俊彦

　この度は、患者様、関係者様をはじめ、市民の皆様に不安と
動揺を与える事態となったことを深くお詫びいたします。市と
しましても大変遺憾であり、病院運営の責任者である事業管理
者へ早急な対応を指示したところです。今後も、皆様の不安が
一刻も早く解消され、安心して医療を受けられるよう環境づく
りに取り組んでまいります。

草加市長　田中　和明

　第三者からの請求で本籍入りの住民票等を交付した場合に、住民
票等に記載されている本人に交付事実を通知する「本人通知制度」
を実施しています。
　草加市の住民基本台帳、草加市が編製した戸籍、戸籍の附票に記
載されている人が対象。登録を希望する人は市民課または各サービ
スセンターに本人確認できる書類（運転免許証・保険証等）を持参
し申し込んでください。なお、本人以外による申し込みは同世帯の
家族でも委任状が必要となります。
■郵送での登録…①市ホームページから「草加市本人通知制度事前

登録申込書」を入手し必要事項を記入（連絡先
は昼間連絡ができる電話番号に）　
②登録者の本人確認ができる書類（運転免許証・
保険証等）のコピーを用意　
③封筒に①と②のコピーを同封し〒340-8550市民
課へ。詳細は市ホームページで確認を

高等職業訓練促進給付金
　ひとり親家庭等の親が看護師、保育士、社会福祉士、介護福祉士、
歯科衛生士、調理師など就労に結びつきやすい資格を取得する際に、
就学中の生活費等の一部を支給します。
　1年以上の課程を修了し、その資格取得が見込まれることが条件。
就労しながら資格取得を目指す場合は通信制も対象になります。
　また、入学金等の修学準備費用は、埼玉県事業で50万円を限度と
した貸し付け（連帯保証人がいる場合は無利子、条件により返済免
除）があります。
■対象者　次のすべてを満たす人
　①ひとり親家庭等の親で児童扶養手当を受給している、または同
　　等の所得水準にある
　②求職者支援制度における職業訓練受講給付金、雇用保険法の教
　　育訓練支援給付金等を受けていない
　③過去に高等職業訓練促進給付金の交付を受けたことがない
■支給額（月額）　①非課税世帯10万円　②課税世帯7万500円

■支給期間　
　3年を限度に修業する全期間

自立支援教育訓練給付金
　医療事務、介護職員初任者研修など、雇用保険制度の指定教育訓
練講座を受講した人に、費用の一部を支給します。
　申請前にハローワークに一般教育訓練給付の受給資格を確認する
ことが必要です。
　対象講座は厚生労働省のホームページで検索することができます。
■対象者　次のすべてを満たす人
　①ひとり親家庭等の親で児童扶養手当を受給している、または同
　　等の所得水準にある
　②訓練を受けることが就職やキャリアアップに必要と認められる
　③過去に自立支援教育訓練給付金の支給を受けたことがない
■支給額　
　受講費用の60％（上限20万円。受講費用は2万円超であることが
条件。雇用訓練給付の受給資格がある場合は差額支給）

　経済的な理由で就学が困難な市内小・中学校に在学している児童
・生徒の保護者に、学用品の購入・校外活動や修学旅行への参加・
学校給食・医療（病名限定）などに必要な費用の一部を援助します。
■対象　平成29・30年度に次のいずれかの措置を受けた人。
　○生活保護の停止または廃止
　○児童扶養手当の支給（児童手当ではありません）
　○世帯所得により必要と認められた人
□申学校で配布される申請書に記入し、措置を受けている証明書の写
しを添えて各学校へ。
　平成29年度に援助を受け、同30年度に引き続き援助が必要な人も
申請が必要です。

　きたうら保育園・あずま保育園で実施している一時保育は、4月
から当分の間、休止いたします。ご理解ご協力をお願いします。

　子どもの発達や学校生活の様子について、気になることがあれば
相談してください。
　いずれも予約制。秘密厳守。安心して相談を。
■在学児童・生徒の教育相談・発達相談
　小・中学生の学校生活や家庭生活等での心配事、発達の様子や日
常生活の様子等の相談
■ことば（きこえ）の相談
　平成31年4月小学校入学予定児の相談。発音の誤りや言葉の繰り
返し等に関する相談
■就学予定児の就学相談
　主に平成31年4月小学校入学予定児の小学校入学に向けての相談
　特別支援学級や特別支援学校への就学を考えている人は、早めに
相談を。
■不登校等の教育相談
　小・中学生に関する相談
■いじめ等の悩み相談（指導課につながります）
　フリーダイヤル☎0120-384783

しん し

草加市立病院の診療報酬に関する報道について
問市立病院患者相談室☎946-22005946-2211

不正取得による権利侵害防ぐ

問市民課☎922-15265920-1501

住民票等の本人通知登録を

ひとり親家庭のお母さん、お父さんの資格取得を応援します

問子育て支援課☎922-14765922-3274

子どもの様子が気になったら教育支援室へ

きたうら保育園・あずま保育園の一時保育を
休止します問保育課☎922-14915922-3274

就学に必要な経費の一部を援助します
問学務課☎922-26745928-1178□申教育支援室へ。☎933-75915933-7590□申

○高等職業訓練促進給付金　○自立支援教育訓練給付金
　ひとり親家庭の親を対象に、キャリアアッ
プのための資格取得費用の補助や長期にわた
る資格取得の修学中の給付金制度があります。
受給するには、事前審査があります。
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　平成29年度の高年
者肺炎球菌ワクチン
定期接種の接種期間
は、3月31日㈯まで
です。

　対象者には平成29年3月末に予診票を送付済みです。
　期間を過ぎた後の接種は任意接種で全額自己負担となりますので、
希望する人は、期間内に定期接種を受けましょう。
【3月31日までの対象者】※過去に「23価肺炎球菌ワクチン」の接
種を受けた人（自費接種も含む）は、対象外です。

　移動の困難な心身障がい者を対象に、自立した生活や社会参加の
支援をする福祉タクシー利用券・自動車燃料費利用券の交付用臨時
窓口を開設します。交付する利用券はいずれか一方のみ。
　なお、期間中に申請できなかった場合は、4月10日㈫以降、18歳
未満の人は子育て支援課、18歳以上の人は障がい福祉課で申請でき
ます。※先行交付する枚数と4月に交付する枚数に差はありません。
■対象者　身体障害者手帳1級～3級（上肢機能障がいのみで3級の

人は対象外）、療育手帳Ⓐ～B、精神障害者保健福祉手
帳1・2級所持者

※申請時に入院、特養に入所している人は、退院・退所後に申請を。

　「人口減少や超高齢社会にどう対応するか」、「増えていく空き
屋を地域でどう活用するか」、「災害リスクにどう対策をするか」
など、まちを取り巻く課題は多様化しています。そのなかで、持続
可能なまちをつくるためには、行政だけでなく、地域の皆さんが協
力して課題を解決したり、地域を活性化させたりする力が必要です。
　 ｢人生100年時代｣を、誰もが楽しく豊かに生きられるまちを目指
すために｢何をしたらよいか、何が足りないか｣など、3人の専門家
とともに｢これからのまちづくり｣について語り合いませんか。
■日時　3月17日㈯午前9時30分～11時30分
■会場　草加市文化会館　■定員　100人
■講師

注：3月22日㈭～26日㈪は、市役所での交付は行いません。
　　連日混雑が予想されますので、時間に余裕をもって来場を。

65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

昭和27年4月2日～同28年4月1日生まれ
昭和22年4月2日～同23年4月1日生まれ
昭和17年4月2日～同18年4月1日生まれ
昭和12年4月2日～同13年4月1日生まれ
昭和  7年4月2日～同  8年4月1日生まれ
昭和  2年4月2日～同  3年4月1日生まれ
大正11年4月2日～同12年4月1日生まれ
大正  6年4月2日～同  7年4月1日生まれ

日　程

3月22日㈭

3月23日㈮

3月26日㈪

3月27日㈫～4月9日㈪
（土・日曜日を除く）

草加市文化会館

勤労福祉会館

谷塚文化センター

市役所第2庁舎2階

午前9時～午後5時
（正午～午後1時を除く）

午前8時30分～午後5時

会　場 時　間

■必要なもの　福祉タクシー利用券…手帳（原本）
　　　　　　　自動車燃料費利用券…手帳（原本）、車検証、運転
　　　　　　　　　　　　　　　　　免許証
※申請書の代筆を希望する人は印鑑を持参してください。
■利用券の先行交付日程

高年者肺炎球菌ワクチン

問保健センター☎922-02005922-1516

　家庭の可燃ごみ、不燃ごみ及び資源物の収集日や分別方法等を掲
載した冊子「平成30年度版草加市ごみ収集カレンダー」を町会・自
治会の協力で3月20日頃に各世帯に配布します。
　町会・自治会に未加入等で届かない場合は、次の公共施設で受け
取ってください。
　また、市ホームページでも閲覧できます。
■配布施設　市役所総合案内、サービスセンター、物産・観光情報
　　　　　　センター、保健センター、子育て支援センター、公民
　　　　　　館・文化センター、歴史民俗資料館、各コミセン

簡単・便利なごみ分別アプリを利用しましょう！
　ごみ収集カレンダーや種類別ごみの出
し方などが簡単に検索できるほか、収集
日程のお知らせ機能などもあるスマート
フォン向けの無料アプリを配信していま
す。通信料負担のみで利用できます。
　QRコードを読み取りアプリをインス
トールしてください。

「まちづくりの基本となる計画」を販売しています

Android版QRコード

加藤孝明東京大学准教授後藤純東京大学特任講師 小泉秀樹東京大学教授

iOS版QRコード

平成30年度分　福祉タクシー・
自動車燃料費利用券を交付します

問障がい福祉課☎922-14365922-1153
　子育て支援課☎922-14835922-3274

定期接種は3月31日㈯まで
自分や家族の住みよい暮らしのために
「これからのまちづくり」を語り合う
　　　　　　　　タウンミーティング

　市の審議会等を傍聴できます。定員5人で当日先着順。なお、
市内在住の聴覚障がい者で手話通訳者の派遣を希望する場合は、
会議開催1週間前までに各担当事務局へ連絡を。
■地域公共交通会議＜交通対策課☎922-16855922-1030＞
…3月22日㈭午前10時～　市役所西棟第1･2会議室で
■社会教育委員会議＜生涯学習課☎922-28195922-3498＞
…3月22日㈭午後6時30分～　市役所西棟第1･2会議室で
■景観審議会＜都市計画課☎922-17905922-3145＞
…3月26日㈪午後2時～　市役所仮庁舎（FTビル）C会議室で

　この計画書は、人口減少や超高齢社会の深刻化など、市が直
面する様々なまちの課題に対応しながら、地域の人が身近な場
所で、いつまでも安心して暮らせる持続可能なまちをつくるた
めの、総合的な計画をまとめたものです。まちづくり活動を進
める際の「まちづくりの参考書」として、また自分の住んでい
る地域のことを考えるきっかけとしてご活用ください。
◎公共施設・市のホームページで閲覧できます。
◎情報コーナー、都市計画課、中央図書館にて1冊500円で販
　売中。当日、会場でも購入可。

審議会等の開催日程

平成30年度版
ごみ収集カレンダー
公共施設で配布
問廃棄物資源課☎931-39725931-9993

□申電話か氏名・参加人数・質問事項を記入の上、ファクス
　またはメールで都市計画課へ。
　☎922-17905922-3145toshikeikaku@city.soka.saitama.jp

□申
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　市内で活動しているサークルを紹介するガイ
ドブック「マイ・ステージ」を市内公共施設
（公民館・文化センター、コミセン、草加市文
化会館等）で配布しています。趣味を見つけた
り仲間づくりのためには、サークルに参加して
みるのが一番。サークル探しのお手伝いに、
「マイ・ステージ」をご活用ください。
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広々としたイチゴ農園では、
イチゴ狩りが楽しめます。
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切子の文様も様々で、常に
新しい文様を探求しています。

問生涯学習課☎922-28195922-3498

趣味・仲間づくりに活用を!
ガイドブック
「マイ・ステージ」

　古物営業法に定める古物商の許可を
受けている中古自動車販売業者が、平
成29年4/2以降に取得し、商品として
所有している軽自動車は、申請により
平成30年度の軽自動車税が免除されま
す（車両登録上の所有者及び使用者が
申請者と同一であること、平成28・29
年度の軽自動車税を滞納していないこ
とが条件）。ლ市民税課で配布する申
請書（市ホームページからも入手可）に、
古物商許可証の写し・自動車検査証の
写し・車を商品として展示している状
態の写真（登録番号が読み取れるも
の）を添えて、4/2㊊～10㊋に同課へ。
☎922-10495920-1502

　地震や武力攻撃などの緊急情報を国
から人工衛星などを通じて瞬時に伝え
る全国瞬時警報システム（Jアラート）
の、防災行政無線を使った試験放送を
行います。
【放送内容】チャイム音→「これはJ
アラートのテストです」×3→「こち
らは防災草加です」→チャイム音。
問危機管理課☎922-06145922-6591

■納税は期限内に　所得税及び復興特
別所得税は3/15㊍、消費税及び地方消
費税（個人事業者）は4/2㊊までに金
融機関または税務署で納付を。
■口座振替　所得税及び復興特別所得

税は4/20㊎、消費税及び地方消費税
（個人事業者）は4/25㊌が口座振替日
です。納期限までに管轄する税務署ま
たは金融機関に口座振替依頼書を提出
すると平成29年分の確定申告分から利
用できます。問川口税務署☎048-252-5
141（自動音声「0」を選択）

　3月は「自殺対策強化月間」です。
　気づいてください体と心の限界に。
疲れた・眠れないはうつ病のサイン。
みんなでキャッチ、守ろう命。問保健
センター☎922-02005922-1516

　財務省関東財務局では、金融取引や
多重債務に関するトラブルについての
無料相談を行っていますので、一人で
悩まず相談してください。〇詐欺的な
投資勧誘に関する相談☎048-613-3952
〇電子マネー詐欺相談（架空請求等）
☎048-600-1152〇多重債務相談（借金
返済等）☎048-600-1113

　4/7㊏9時～12時。会場は草加消防署。
心肺蘇生法・AED・異物除去法ほか。
市内または八潮市在住・在勤の中学生
以上対象。定員30人。応募多数の場合
は抽選。ლ3/28㊌までに草加消防署へ。
☎924-21145924-0965

　3/6㊋～12㊊。会場は草加市文化会
館。戦争の悲惨さ、平和の尊さを次世
代に伝えるため、市民の皆さんと作っ
た折り鶴オブジェ「平和への羽ばた
き」とともに展示します。平和ネット
ワーク草加との共催。問人権共生課☎
922-08255927-4955

　3/16㊎草加駅東口…10時～16時、谷
塚駅東口…10時～16時30分（ともに11
時45分～13時を除く）、獨協大学前駅
西口…10時～16時30分。草加ライオン
ズクラブの協力。問福祉政策課☎922-
12345922-1066

　防衛省では、①一般幹部候補生②一
般曹候補生を募集します。応募資格は、
①は22歳以上26歳未満、②は18歳以上
27歳未満。受付期間はいずれも5/1㊋
まで。問自衛隊朝霞地域事務所☎048-
466-4435

　そうか子育て応援・情報サイト『ぼ
っくるん』の運営委員「ぼっくるん
隊」を募集します。活動内容は情報収
集、取材、記事作成とサイト運営。定
員10人。任期は4月からの1年間(継続
可）。ლ3/20㊋までに子育て支援セン
ター、市役所プチみっけ、児童館・児
童センター・つどいの広場で配布する
応募用紙（サイトぼっくるんからも入
手可）を〒340-0041松原1-3-1草加市子
育て支援センターへ。ファクスも可。
☎941-67915941-6828

　3/29㊍10時～。会場は中央公民館。
プラスチックが海に流れ出ることによ
る汚染や被害の状況、対処法について
講演。講師は東京農工大学大学院の高
田秀重教授。草加環境推進協議会との
共催。問環境課☎922-15195922-1030

　3/11㊐10時～16時。会場は瀬崎コミ
セン・瀬崎山王公園。テーマは「誰も
が住みやすいまちづくり」。演芸・展
示・餅つき・模擬店・敬老お楽しみ会
ほか。問瀬崎まちづくり市民会議☎
5924-5300

　3/10㊏14時～17時。会場
は獨協大学。定員600人。
市内の幼児・児童の英語学
習の実態調査結果報告ほか。詳細・申
し込みは獨協大学ホームページ（QR
コード）で。問指導課☎922-2748592
8-1178

　3/6㊋10時30分～12時。会場は市民
活動センター。みんなでまちづくりを
テーマに語り合いましょう。まちづく
りに関心のある人や地域の課題につい

て取り組みたい人対象。問市民活動セ
ンター☎920-35805925-1872

　聞こえない人も聞こえる人も同じ場
所・時間を共に楽しむ「笑草会」によ
る手話落語、二人羽織、手話マジック
等の手話寄席。手話の分からない人も
楽しめます。3/24㊏17時30分～19時15
分。会場は中央図書館。小学4年生以
上対象。定員100人（要整理券）。ლ

3/11㊐9時から中央図書館2階事務室で
整理券を配布☎946-30005944-3800

手話落語を楽しもう！図書館寄席

対象は原則市内在住・在勤・在学者。
問い合わせは各担当先へ。

情報コーナー ・定員のある催しもの等で特に指定のないものは先着順　・催しもの等の参加時は飲み物と筆記用具持参で
マーク概要 問…問い合わせ先　□申…申し込み方法　☎…電話番号　5…ファクス番号　QRコード…ウェブ・メール

商品車の軽自動車税課税免除申請
4/2㊊～10㊋に

Jアラート試験放送
3/14㊌11時に実施

幼児・小学生の習い事「英語」率は？
獨協大・草加市地域研究プロジェクト
調査結果＆パネルディスカッション

自衛官を募集

「ぼっくるん隊」に入隊しませんか？ 

市民活動カフェ

環境講演会　プラスチックスープの海

せざきふれあい春のフェスタ

3月は自殺対策強化月間です

財務省関東財務局へ相談を

普通救命講習会

愛の献血
税務署からのお知らせ

平和パネル展「東京大空襲」

還付金・振り込めサギ暗躍中!!電話でお金の話が出たら要注意　　

3月の
納税
日曜・夜間納税窓口 市役所第2庁舎

納税課で
9時～12時30分
㊌（㊗・㊡を除く）21時まで

日曜
夜間 納税は便利な口座振替で

⑧ 2018年3月5日号 草加人のための情報紙　広報「そうか」情報コーナー「すとりーと」

平成30年の市内交通事故状況（前年比）2月20日現在　人身事故109件（－29）　死者1人（－1）



みんなの健康 問保健センター 〒340ｰ0016  中央1ｰ5ｰ22 ※会場の記載がないものは保健センター
※費用の掲載のないものは無料
※成人保健の年齢は平成31年3/31現在☎922‒0200   5922‒1516

名称（会場） 対象と定員 申し込み・持ち物など内容と費用実施日 時間

母
子
保
健

成
人
保
健

3/26㊊

3/28㊌

【要申込】
母子健康手帳、おむつ持参
初期講習参加者はおんぶひもかだっこひも持参
保育なし

離乳食の進め方の講習と試食

1歳7か月児健康診査

離乳食講習

4/4㊌

4/17㊋

平成28年9/1～15生まれ

平成28年9/16～30生まれ

対象者に3月末に診査票を送付
診査票がなくても2歳になる前日までは母子健康手帳と
バスタオルを持参すれば受診可13時～

（受付：13時～13時45分）

5/14㊊・21㊊、
6/1㊎・14㊍・17㊐・21㊍、
7/1㊐・2㊊・19㊍・23㊊

4/20㊎・26㊍、
5/1㊋・9㊌・18㊎・23㊌、
6/4㊊・13㊌、
7/4㊌・9㊊・20㊎・31㊋

6/1㊎～12/14㊎
（休診日を除く）

5/15㊋～平成31年1/31
㊍（休診日を除く）

6/1㊎～11/30㊎
（休診日を除く）

7/2㊊～9/29㊏
（休診日を除く）

6/1㊎～12/14㊎
（休診日を除く）

30歳以上
胃の手術経験のある人や胃痛など何
らかの自覚症状がある人は医療機関
へ　定員各日140人

40歳以上で、これまでに市の肝炎ウ
イルス検診を受けていない人

20歳以上

50歳以上

40歳以上

30歳以上

40歳以上の女性で、前年度市の乳がん
検診を受けていない人　妊娠中・授乳
中・断乳後6か月以内・乳房整形・ペース
メーカー使用者は不可　定員各日90人

【要申込】3/6㊋～8/31㊎（消印有効）に窓口で、またははがきに希望の
検診名・住所・氏名・生年月日・電話番号、胃・大腸・乳がん検診は検診日
の第3希望までを明記し、保健センターへ。乳がん検診は集団か個別を明
記（健康カレンダー掲載の「申込書」を参照）。
全日程の申し込み可。全日程は健康カレンダー・ホームページを参照。
定員制の検診を希望の場合は、早めに申し込みを。
＜決定通知（受診券）送付時期＞
胃・大腸・(集団)乳がん検診・・・決定した検診日の約1か月前に送付
口腔がん検診・(個別)乳がん検診・・・5月上旬から送付
肝炎検診・・・5月下旬から送付
＜無料対象者＞75歳以上の人・65歳以上75歳未満で後期高齢者医療
制度被保険者・生活保護受給者・中国残留邦人等支援給付制度適用の
人・世帯全員が非課税の人
※乳がん検診・子宮がん検診の対象者のうち、一部の対象者には無料ク
ーポン券を送付予定
※各検診は、実施期間内に１回のみ
※乳がん個別検診は、定員に達した時点で申し込みを終了し、集団検診
の案内になります

【直接指定医療機関で受診】
指定医療機関一覧は5月中旬以降、保健センター、市ホームページ、
市役所、サービスセンター、公民館、コミセンに配置

問診・胃部バリウムX線検査・
便潜血検査
費用
胃がん900円　大腸がん500円

視触診・マンモグラフィ検査
費用1300円

8時15分～（受付：8時15分～10時）
※所要時間　約2～3時間
大腸がん検診のみ　9時30分～
(受付：9時30分～10時30分）

13時～
（受付：13時～14時）
※所要時間　約2～2時間30分

Ｂ・Ｃ型肝炎検査　費用1000円

便潜血検査　費用500円

問診・視診・触診　費用700円

費用　頸部検診　費用1700円
頸部・体部検診　費用2500円（医師が必要と認め、本人が同意したとき）

胸部レントゲン直接撮影・かく痰検査（医師が必要と認めたとき）
費用　レントゲン800円　かく痰検査900円

マタニティサロン 4/18㊌ 妊婦と夫　定員30人
【要申込】
母子健康手帳持参

歯科講話・妊娠期おすすめメニュー
の試食・仲間づくり
骨密度測定（希望者のみ：１００円）

13時～15時30分

13時15分～15時15分 5～6か月児　定員30組

7～8か月児　定員25組

9～11か月児　定員20組10時～11時30分

10時～12時

身体測定、内科・歯科健診ほか

3歳3か月児健康診査 

こんにちは赤ちゃん訪問 3月下旬～4月中旬 平成30年2月生まれ
「こんにちは赤ちゃん訪問員」が直接家庭を訪問（事前に連絡はしません）。
予防接種（Ｂ型肝炎、ヒブ、小児用肺炎球菌、BCG、四種混合、麻しん・風しん
混合、水痘、日本脳炎）予診票、乳児（4・10か月児）診査票を配布。

助産師等による家庭訪問を受けた人には訪問せず予診票・
診査票等を送付。転入等で届かない人は連絡を

対象者に2月末に診査票を送付済み。届かない人は連絡を
3/13㊋

3/27㊋

平成26年12/1～15生まれ

平成26年12/16～31生まれ

マタニティクラス
両親学級 4/8㊐・11㊌

平成30年6月～8月出産予定の
初妊婦と夫　定員30組

【要申込】
母子健康手帳、タオル持参　　　

沐浴実習、妊産婦の栄養、
分娩の経過ほか9時15分～12時15分

ぽかぽか広場
（中央図書館） 3/28㊌

初参加の4～7か月児と保護者
定員30組

【要申込】
母子健康手帳、バスタオル持参　　　絵本の読み聞かせとふれあい遊び10時～11時

乳幼児相談 4/16㊊ 乳幼児と保護者　定員30組 【要申込】母子健康手帳、おむつ持参保健師・栄養士による育児栄養相談9時30分～10時30分

㊊～㊎（申し込み時に調整）栄養相談（保健センター
またはコミセン）

看護師による成人・高年者の健康や
介護予防の相談・血圧・体脂肪測定9時～12時地域健康相談

㊊・㊎…原町コミセン、
㊊・㊍…稲荷コミセン、
㊋・㊎…氷川コミセン、
㊌・㊎…瀬崎・八幡・柳島コミセン
いずれも祝日・休館日を除く

健康について気になる成人 開催日当日、直接会場へ

【要申込】　持っている人は健診結果持参食生活を改善したい人栄養士による食生活の相談

マッサージ 3/28㊌ 【要申込】
バスタオル・タオル持参13時～14時 肢体不自由の身体障害者手帳を

持つ人　定員10人
草加はり灸マッサージ師会による
マッサージ

胃がん・大腸がん検診
◇集団検診

乳がん検診
◇集団検診

6/1㊎～11/30㊎
（休診日を除く）

40歳以上の女性で、前年度市の乳がん
検診を受けていない人　妊娠中・授乳
中・断乳後6か月以内・乳房整形・ペース
メーカー使用者は不可　定員600人

視触診・マンモグラフィ検査
費用1300円

乳がん個別検診
（指定医療機関）

肝炎ウイルス検診
（指定医療機関）

口腔がん検診
（指定医療機関）

子宮がん検診
（指定医療機関）

肺がん・結核検診
（指定医療機関）

大腸がん個別検診
（指定医療機関）

初期

中期

後期

講座名 受講料回　数

■介護者のつどい　3/13㊋13時15分～
14時45分。会場は草加市文化会館。介
護の情報交換と交流。介護をしている
人、していた人、する予定の人対象。
問松原・草加東部（包）☎932-6775593
2-6779
■初心者のための気功教室　3/16㊎9
時15分～10時45分。会場は高砂コミセ
ン。65歳以上対象。定員30人。上履き
持参。動きやすい服装で。ლ3/6㊋か
ら草加中央・稲荷（包）☎959-9133592
2-3801
■男性介護者のつどい　3/19㊊10時30
分～12時。会場はふれあいの里。介護
の情報交換と交流。介護をしている男
性、していた男性、関心のある男性対
象。問谷塚・瀬崎（包）☎929-3613592
9-3612
■介護者のつどい　3/21㊗13時15分～
14時30分。会場は勤労福祉会館。介護
の情報交換と交流。介護をしている人、
していた人、する予定の人対象。問新
田（包）☎946-05205946-0523
■認知症サポーターステップアップ講

　認知症の不安や心配を抱えている人
やその家族などが誰でも気軽に交流し、
介護負担の軽減や認知症理解を深める
憩いの場。定員のあるものは当日先着
順。問長寿支援課☎922-12815922-32
79
■草加キングス・ガーデン　3/10㊏14
時～16時。テーマ「音楽療法につい
て」。参加費100円
■デイサービスセンター草加　3/10㊏
14時～16時。健康体操と認知症につい
て知識を深める講話。参加費100円
■ホッと！さわやか　3/17㊏13時30分
～15時30分。当事者の思いを語る介護
体験談。定員20人。参加費100円
■埼友草加病院　3/17㊏14時～16時。
テーマ「認知症予防と高年者の目の病
気について」。定員100人。参加費200
円
■ボンセジュール草加　3/24㊏13時30
分～15時30分。テーマ「慢性心不全」。
定員40人。参加費100円

座　3/29㊍14時～16時。会場は高砂コ
ミセン。認知症サポーター養成講座修
了者対象。定員30人。ლ3/6㊋から草
加中央・稲荷（包）へ。☎959-9133592
2-3801

　3/11㊐10時～13時。会場は勤労福祉
会館。家庭で使っていない生活用品を
安価で販売するほか、洗濯済みの古着

・古布の回収、廃食油の回収も行いま
す。草加市くらしの会との共催。問く
らし安全課☎941-61115941-6157

　獨協大学オープンカレッジの春期・
通年講座の受講生を募集します。下表
の講座など99講座を5月から開講しま
す。いずれも会場は獨協大学。詳しく
は生涯学習課・公民館・中央図書館等
で配布するパンフレットを確認するか、
獨協大学へ資料を請求してください。

ლ各講座開講の3日前までに獨協大学
エクステンションセンターへ。☎946-
1678

　3/30㊎10時～11時30分。会場は勤労
福祉会館。高年者を中心に増えている
消費者被害の事例と対処法、家族や地
域の気付きと見守りのポイントを紹介
します。定員30人。ლくらし安全課へ。
☎941-61115941-6157

　3/25㊐14時～16時。会場は歴史民俗
資料館。定員60人。ლ3/6㊋から電話
で同館へ。☎5922-0402

　各コミセンで実施している地域健康
相談で、血流測定をしてみませんか。
指先を機械にあてるだけで簡単に測定
できます。当日直接会場へ。原町コミ
セン…3月の㊊・㊎9時～12時　八幡コ
ミセン…3月の㊌・㊎（第3㊌を除く）
9時～12時　問保健センター☎922-020
05922-1516

オレンジカフェ（認知症カフェ）

歴史講座「草加地方の水運史」

大切な資源、くらしを見つめ直す　
生活用品交換会

地域包括支援センター (包)
介護予防教室・介護者のつどい

獨協大学オープンカレッジ
春期・通年講座の受講生を募集

消費生活講座
「あなたの周りは大丈夫？
消費者被害のSOSと見守りについて」

ヨーロッパの建築遺産

民俗学

ノーベル賞科学者たちの素顔

地域の環境を考える

ギリシア考古学入門

現代社会の秩序と正義を考える

災害時に役立つアウトドアテクニック

謡を楽しむ

マルチメディア入門

Newsで学ぶ時事英語

日常生活に活かす傾聴のスキル

1万4700円

1万2600円

8400円

1万6800円

1万2600円

1万2600円

6300円

2万1000円

1万6800円

1万8900円

8400円

全7回

全6回

全4回

全8回

全6回

全6回

全3回

全10回

全8回

全9回

全4回

血流測定
あなたの血管は大丈夫？

草加人のための情報紙　広報「そうか」 ⑨情報コーナー「すとりーと」 2018年3月5日号

3月の「なくそう暴力」標語　大事な手　暴力なんかに　使わない



⑩ 2018年3月5日号 草加人のための情報紙　広報「そうか」情報コーナー「すとりーと」

ミニ情報、保健センター、となりまちは5日号、相談案内、公民館、図書館、児童館情報は20日号に掲載します。

■市制60周年記念出羽チューリップコ
ミュニティフェスタ2018　4/8㊐9時
45分～14時　会場は出羽公園　問出羽
地区コミュニティ推進協議会☎940-75 
21

　勤務は5～10月（8月は2学期開始の3
日間）の㊊～㊎8時30分～17時で1日6
時間。平成31年3月までの期間延長あ
り。交通費支給（条件・上限あり）。
22歳以上65歳未満対象。

子ども・親子向け

春休みリサイクル工作

　4/30㊡9時～17時。会場は記念体育
館。考試員・審判員の在り方や昇級・
昇段審査や大会審判基準の確認、対象
別指導法を学びます。少林寺拳法有段
者対象。定員30人。ლ4/5㊍までに電
話で草加市体育協会へ。☎928-63615
922-1513

　3/24㊏9時30分～11時30分。会場は
リサイクルセンター。牛乳パックとペ
ットボトルを使ったエコな万華鏡を作
ります。小学生と保護者対象。定員12
組。はさみ持参。ლ環境業務センター
へ。☎931-39725931-9993

バウンドテニス講習会

空手道ジュニア交流大会

①はじめてのイングリッシュ（初心者
クラス）　月3回㊍15時30分～17時。
会場は勤労青少年ホームほか。定員6
人。月額1600円。簡単な挨拶ができる
人
②ゆっくりはじめるイングリッシュ
（初級クラス）　月3回㊊15時30分～
17時。会場は勤労青少年ホームほか。
定員6人。月額1600円。簡単な会話が
できる人
③ゆっくり話そう英会話　月3回㊎15
時～17時。会場は勤労青少年ホームほ
か。定員6人。月額1600円。簡単な日
常会話ができる人
④イギリス式紅茶に親しむ　3/19㊊・
28㊌の9時30分～12時。会場は中央公
民館。定員各日6人。参加費1回1600円
ლ①②③は3/6㊋から、④は3/14㊌ま
でにシルバー人材センターへ。☎928- 
92115928-9209

　5/20㊐9時30分開会。会場は記念体
育館。個人組手の部・個人形の部（幼

児～中学生）、団体組手の部（小・中
学生）。参加費1種目2000円、2種目
3000円、団体組手1チーム3000円。ლ

3/29㊍までに電話で草加市体育協会へ。
☎928- 63615922-1513

　4/1㊐9時30分～11時30分。会場は市
民体育館。バウンドテニスのデモンス
トレーション見学と実技のアドバイス。
新小学4年生以上対象。定員40人。参
加費500円。室内履き、あればラケッ
ト持参。ლ3/31㊏までに市民体育館へ。
☎5936-6239

　川柳・新田東部地域包括支援センタ
ーでは、保健師または地域ケア・地域
保健等に関する経験のある看護師・社
会福祉士を募集しています。ლ同包括
へ。☎932-70075931-0993

■ミニまつぶし2018　3/24㊏・25㊐
10時～16時（25㊐は15時まで）　会場
はB＆G海洋センター　費用は1日券
200円、2日間券300円　問松伏町文化
のまちづくり実行委員会☎991-1873

■第13回川の駅・中川やしお花桃まつ
り　3/16㊎～31㊏（24㊏・25㊐は特別
イベントあり）　会場は中川やしおフ
ラワーパーク　問八潮市観光協会☎95 
1-0323

■産業フェア　3/27㊋13時～16時30分
会場は市民交流センターおあしす　問
商工課☎982-9697

■三郷春祭り2018　4/8㊐10時～17時
（荒天中止）　会場はにおどり公園　
問三郷中央にぎわい創出実行委員会☎
930-7746

　4/1㊐～6/30㊏グラウンド改修工事
及び芝生養生のためグラウンドの利用
を休止します。問そうか公園☎931-98 
335935-8510

①排水設備事務嘱託員　勤務は5月か
らの㊊～㊎8時30分～17時で指定する
月16日以内。場所は下水道課。下水道
に係る事務全般。63歳以下で普通自動
車運転免許証（AT車限定も可）以上
所有者対象。募集は1人。研修制度あ
り。日額7700円（交通費込み）
②介護認定調査員　勤務は5月からの8
時30分～17時で月20日以内。場所は介
護保険課。介護認定申請者の調査、受
付ほか。63歳以下で保健・医療・福祉
等の業務経験者対象。募集は2人。日
額1万600円（交通費込み）
③土木作業員　勤務は5月からの㊊～
㊎8時30分～17時。場所は維持補修課。
運転業務、道・水路のパトロール、補
修作業ほか。63歳以下で普通自動車運
転免許証（AT車限定は不可）以上所
有者対象。募集は1人。日額7700円

地域包括支援センター職員

工業団地公園野球場利用休止

非常勤嘱託員

■学力向上推進補助員　勤務は月15日。
時給1190円。要教員免許。募集は6人
■学習補助員　勤務は月15日。時給90
0円（教員免許所有者1190円）。募集
は51人
■国際理解教育補助員　勤務は月10日。
時給970円。募集は8人
ლ3/16㊎までに指導課で配布する用紙
（市ホームページからも入手可）に記
入し同課へ。☎922-27485928-1178

小・中学校で働く臨時職員

高年者向け

シルバーカルチャー教室

少林寺拳法指導者講習会

三郷市

八潮市

吉川市

松伏町

　4～9月の㊍または㊎9時20分～10時
40分。いずれも月2回。定員各5人。参
加費月額1500円。ノートパソコン持参。
ლ3/7㊌から市民活動センターへ。☎
920-35805925-1872

市民活動センター初級パソコン教室

（交通費込み）
ლいずれも面接は3/20㊋に実施。3/16
㊎（必着）までに履歴書（①③は免許
証の写し）を職員課へ。☎922-09835 
922-3098

スポーツしよう！
　草加フィットネスクラブ・キッズクラブは初期費用2000円（65歳以上1500円）別
途負担。ლ 3/20㊋までに往復はがきに教室名（コース名）（フィットネスクラブは
会場名）・住所・氏名（ふりがな）・生年月日・電話番号を記入し、〒340-0022瀬
崎6-31-1草加市体育協会へ。同協会のホームページからも可。応募多数の場合は抽
選。☎928-63615922-1513
■フィットネスクラブ

プログラム 会費曜日 時間 定員会場

ボクシングエクササイズ

シェイプアップ

サーキットトレーニング

HIPHOPエクササイズ

エアロビクス

ヨガ

コアストレッチ＆ダンス

シェイプアップアクア1

オリジナルプログラム

種目別水泳

ミットアクア

ロングスイム＆ワンポイントアドバイス

ゆったりアクア＆水中ウォーキング

シェイプアップアクア2

おくの細道スイム＆水中ウォーキング

シェイプ体幹強化

マンスリープログラム

おはようストレッチ

体幹・美ボディトレーニング

ステップ&ストレッチ

バランス＆コアトレーニング

㊊

㊋

㊌

㊍

㊎

㊋

㊌

㊍

㊎

㊐

㊊

㊌

㊍

19時15分～20時15分

11時15分～12時45分

11時15分～12時15分

19時15分～20時15分

9時30分～10時30分

19時15分～20時15分

11時15分～12時15分

11時10分～12時

14時～14時45分

19時30分～21時

11時～11時50分

10時30分～12時

14時～15時

20時～20時50分

18時～21時

13時40分～14時40分

9時～9時50分

9時～10時

13時～14時

13時45分～14時45分

19時30分～21時

※18歳以上対象（高校生を除く）、全コース月1～3回

250人

200人

【記念体育館コース】
【市民温水プールコース】

年間一括払い
1万4000円
半期分割払い
7500円

【プレミアムコース】
両会場利用可
年間一括払い
2万円

半期分割払い
1万500円
定員30人

記念
体育館

市民
体育館

市民温水
プール

すべての会員が
利用できます

■キッズクラブ（全コースおおむね月3回）

そうか
公園

市民温水
プール

市民
体育館

記念
体育館

ステップ
体育塾　火曜
ごろりん
ぐるりん
器械体操
のびのび
体育塾　金曜
ヒップホップダンスK
火曜Ａ
火曜Ｂ
トランポリンＡ
トランポリンＢ
器械体操Ａ
器械体操Ｂ
水曜（年中長）
水曜（小学生）
ヒップホップダンスS
木曜（年中長）
木曜（小学生）
水泳A
水泳B
水泳C
水泳D
水泳E
幼児水泳
テニスA
テニスB

5/8～
平成31年2/26

5/7～平成31年2/25

㊋

㊍

㊎

㊊

㊋

㊌

㊍

㊌

㊎

㊍

16時～17時
17時～18時
15時～16時
16時～17時
17時～18時
16時～17時

17時～18時

15時～16時
16時～17時
17時～18時
18時～19時
17時～18時
18時～19時
16時～17時
17時～18時
18時～19時
16時～17時
17時～18時
17時～18時
18時～19時
17時～18時
18時～19時
19時～20時
17時～18時
17時～18時
18時～19時

年中・年長
小学１～3年生

年中・年長

小学生
年中・年長
小学１～3年生
小学生

年中・年長

小学生

年中・年長
小学１～3年生
小学生
年中・年長
小学１～3年生

小学生

小学3～6年生
年長

小学4～6年生

33人

31人

20人

20人

1500円

2000円

1500円

2000円

1500円

2000円

1500円

2000円

1500円

2500円

2500円

対象 定員 月額会場 コース名 実施日 曜日 時間

各
44人

各
44人

各
24人

各
44人

各
60人

30人
20人

各
14人

各
31人

各
44人

各
44人

5/10～
平成31年2/28

5/11～
平成31年3/1

5/8～
平成31年2/19

5/9～
平成31年2/20

5/10～
平成31年2/21

5/10～
平成31年2/21

5/9～
平成31年1/23

5/11～
平成31年1/25

稲荷コミセン

そうか
公園

小学生のための
陸上教室

空手道教室

4/14～5/12
（5/5を除く）

4/17～5/15

小学1～2年生
小学3～6年生

年中児以上 15人

1回
500円

2500円

■スポーツ教室

㊏

㊋

9時30分～10時30分
10時45分～11時45分
17時～19時

対象 定員 月額会場 コース名 実施日 曜日 時間

各
30人
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防災テレフォンサービス ▶防災行政無線放送　☎922-9911　▶火災・防災情報　☎997-8511

■市制60周年記念出羽チューリップコ
ミュニティフェスタ2018　4/8㊐9時
45分～14時　会場は出羽公園　問出羽
地区コミュニティ推進協議会☎940-75 
21

■ミニまつぶし2018　3/24㊏・25㊐
10時～16時（25㊐は15時まで）　会場
はB＆G海洋センター　費用は1日券
200円、2日間券300円　問松伏町文化
のまちづくり実行委員会☎991-1873

■第13回川の駅・中川やしお花桃まつ
り　3/16㊎～31㊏（24㊏・25㊐は特別
イベントあり）　会場は中川やしおフ
ラワーパーク　問八潮市観光協会☎95 
1-0323

■産業フェア　3/27㊋13時～16時30分
会場は市民交流センターおあしす　問
商工課☎982-9697

■三郷春祭り2018　4/8㊐10時～17時
（荒天中止）　会場はにおどり公園　
問三郷中央にぎわい創出実行委員会☎
930-7746

市民の自主的な非営利活動を紹介しています。交
渉は当事者間で。市は関与しません。掲載依頼は発
行日の1か月前までに指定の用紙で（掲載条件あり）

越谷市

■ミシン洋裁基礎講座　3/7㊌・14㊌
13時～17時　勤労福祉会館で　ミシン
と洋裁を基礎から学びましょう　材料
費1000円　問竹花☎090-6657-4005
■草加平成塾スポーツ吹矢体験　3/8
㊍・3/22㊍・4/12㊍10時～11時30分　
草加平成塾で　手軽で誰でも簡単にで
きる健康スポーツを体験してみません
か　無料　問箕輪☎090-9855-4055
■食べて応援！東北復興支援販売会　
3/8㊍10時30分～15時　物産・観光情
報センターで　被災地で生産された
品々を販売します　問池島☎090-140 
8-6431
■スポーツ吹矢体験会　3/8㊍・27㊋
11時～13時　3/12㊊・16㊎・23㊎9時～
11時　中央公民館で　初回無料、2回
目以降300円　問田岡☎090-4335-7987
■体験「自彊術（健康体操）」　3/8
㊍・15㊍13時20分～14時50分、15時10
分～16時40分　新田ミニコミセンで　
ლ松本☎942-2239
■司法書士による法律相談会　3/9㊎
17時～19時　物産・観光情報センター
で　問竹村☎920-5415
■スポーツ吹矢体験　3/10～31の㊏13
時～15時　八幡コミセンで　全4回　
参加費400円　ლ山田☎944-8837
■あみもの作品展　3/11㊐11時～15時
　アコスギャラリーで　公民館等で編
み物を楽しんでいる仲間の小物～セー
ターなどの作品を展示　問植竹☎931- 
4809

■氷川ダンス倶楽部フリーダンス　
3/11㊐13時15分～16時15分　谷塚文化
センターで　軽飲食付き　男女競技選
手多数待機　参加費700円　問太田☎
090-3520-7309
■スポーツ吹矢体験会　3/11～25の㊐
13時～15時 川柳文化センターで　初
心者歓迎　無料　問植木☎090-2253-84 
75
■草加史談会研究発表会「古代織物の
文化史」　3/11㊐13時30分～15時30分
　歴史民俗資料館で　～関東を中心に
～　定員50人　参加費100円　ლ草加
史談会浅古☎924-3403
■自彊術無料体験会　3/14㊌・28㊌10
時～11時30分　松原ミニコミセン和室
で　誰でも手軽にできる日本最初の健
康体操　運動不足の方ぜひどうぞ！　
ლ小林☎090-5994-9846
■花ぐみ押花展示会　3/14㊌～18㊐10
時～18時（18㊐は16時まで）　アコス
ギャラリーで　彩花春音　花絵額　小
物約150点展示　体験会有　問倉場☎
090-4934-6911
■子育てと家事（仕事）との両立　
3/15㊍10時～11時30分　草加市文化会
館第2会議室で　託児要予約　参加費
200円　問家庭倫理の会草加市石野☎
090-9203-4244
■不登校相談会　3/15㊍15時30分～16
時50分　草加市文化会館第2研修室で
　不登校に悩む中高生、保護者対象　
問そうか不登校支援ネット☎932-5139
■介護者サロン「らくだ」　3/16㊎わ
～くわっく草加で　「こもれび」3/22
㊍市民活動センターで　各13時～15時
　参加費100円　問介護者支援の会草
加酒井☎090-9245-2067
■子供のバレエ無料体験　3/16㊎17時
～18時　新田西文化センターで　バレ
エでかたい体を柔らかくしませんか　
5歳～小学生対象　定員20人　ლ金丸
☎080-6890-9377

■介護者の集い「オアシス」　3/17㊏10
時～12時　中央公民館で　4/3㊋13時
30分～15時30分　氷川平成塾で　個別
相談お受けします　問山田☎928-5332
■ジャズダンス体験　3/17㊏･24㊏11
時～12時　高砂小アリーナで　スロー
な曲を裸足で踊ります　小学生以上対
象　親子参加可 定員10人　参加費500
円　問すぱえもん北村☎090-2400-8974
■相続の7割は不動産！遺言で安心不
動産相続　3/17㊏11時15分～13時　ア
コス7階会議室で　終活セミナー　定
員8人　参加費無料　問不動産相続と
住まいの窓口☎923-0021
■スポーツ吹矢体験会　3/19㊊9時～
11時　瀬崎コミセン集会室で　初回無
料　2回目以降300円　問下田☎080-54 
77-3719
■ニューロマンスフリーダンスパーテ
ィー　3/21㊗13時15分～16時15分　谷
塚文化センター3階で　参加費500円　
ミキシング・トライアルほか　飲み物
菓子付き　問高橋☎090-2303-3667
■大正琴初心者向け講習会　3/22㊍・
4/12㊍15時15分～16時15分（全2回）
　高砂コミセンで　定員10人　楽器は
貸出します　参加費1000円　問安藤☎
936-3349
■第10回草加松原展　3/23㊎～29㊍9
時～19時　草加市文化会館フリースペ
ースで　写真・絵画・書・押し花・工
芸ほか　問染野☎080-4364-1122
■シルバー人材センター水彩画教室ギ
ンノワ展　3/23㊎～27㊋10時～18時
（23㊎は13時から、27㊋は15時まで）
　アコスギャラリーで　水彩画約50点
を展示　問蒲生☎928-7060
■スポーツ吹矢体験会　3/24㊏・31㊏
9時～11時　柿木公民館で　初心者歓
迎　用具は不要です　参加費無料　問
山下☎931-7681
■花栗中吹奏楽部定期演奏会　3/25㊐
10時～　花栗中体育館で　懐かしい曲

から最新の曲まで、心を込めて演奏い
たします。お楽しみください　問花栗
中杉浦☎941-5833
■氷川平成塾スポーツ吹矢体験　3/26
㊊・4/9㊊・4/23㊊13時30分～14時30
分　氷川平成塾で　誰でも簡単で安全
にできる健康スポーツ　問野村☎080- 
3027-4054
■彩り会第10回油絵展　3/28㊌～31㊏
10時～18時（28㊌は12時から、31㊏は
16時まで）　アコスギャラリーで　問
斉藤☎929-1216
■谷塚中吹奏楽部定期演奏会　3/28㊌
16時30分開場17時開演　越谷市サンシ
ティホールで　演奏曲：復興・秘儀Ⅳ
（行進）・美女と野獣ほか　入場無料
　問谷塚中☎925-2421
■スクエアダンス無料体験教室　3/28
㊌19時～20時30分　中央公民館で　問
萩野☎989-0488
■遺言書の書き方と終活を学ぼう　
3/31㊏10時～12時　草加市文化会館で
　定員15人　参加費無料　ლ遺言相続
後見ネット☎946-5152
■合気道無料体験　3/31㊏　15時～16
時小学生対象、16時～17時中学生以上
対象　草加中柔道場で　駐車場あり　
問合気研究所小形☎090-2200-1140
■ダンススポーツ交流会　4/1㊐13時
20分～16時15分　谷塚文化センターで
　参加費500円　飲み物付　競技選手
等男女リボン多数待機　ミキシング・
トライアルあり　問川端☎935-9861
■障害年金・成年後見無料相談会　
4/1㊐13時30分～16時　市民活動セン
ターで　相談者制限無　定員10人　ლ

障害年金・成年後見サポートチーム新
坂☎080-6528-7364
■歴史学講座「創世」紀元前後の極東
と西方の交易－養蚕と絹が広げた海の
流通網－　4/2㊊13時30分～16時30分
　草加市文化会館で　問小嶋☎090-12 
61-7366

3/11㊐

3/18㊐

内科

外科

内科

外科

内藤クリニック

メディカルトピア草加病院

臼田診療所

鳳永病院

住吉1-2-28

谷塚1-11-18

松原2-4-21-101

谷塚2-12-15

☎922-6011

☎928-3111

☎942-5300

☎924-2631

　月　日　 診療科 当番医名 住　所 電話番号

休日当番医の駐車場は混雑します。満車
の際は民間駐車場等をご利用ください。

休 日 当 番 医
日曜・祝日等の救急患者や負傷者の診療を行います（一次救急）。
来院前に必ず電話で確認を（保険証持参）。
※市立病院（☎946-2200）では一次救急での診療が困難な場合
や入院治療が必要な患者を受け入れます（二次救急）。

■診療時間　内科・外科…9時～12時・14時～17時（変更の場合あり）

急病への対処・受診の必要性や緊急診療が
できる医療機関を看護師が助言
（365日24時間対応）
■☎♯7119
　※ダイヤル回線・IP電話は
　☎048-824-4199

埼玉県救急電話相談

☎954-6401
子ども急病夜間クリニック（小児科）

■診療時間
㊊～㊎ 19時30分～22時30分
㊏、㊐、㊗、年末年始　
　　　 18時30分～22時30分
■場所　草加2-21-1　
市立病院心臓・脳血管センター1階

※夜間に急変した0～15歳を応急診療
　します。

休日当番医
QRコード

竹内セントラル㈱
㈲駒崎設備

苗塚町438-16
氷川町818-3

☎928-5525
☎924-4136

3/11㊐
18㊐
   

休日等上水道工事店
日曜、祝日等の
漏水・出水不良などの
水道トラブルに対応します。
受付時間：9時～17時



　Jリーグで活躍し、ワールドカップにも出場し
た福西崇史さんの指導を受ける大チャンス。元日
本代表で日本サッカー協会公認S級ライセンスを
持つ福西さんの確かな指導で技術を磨こう！
■日　時　3月25日㈰午前10時～午後0時30分
■会　場　瀬崎グランド
■指　導　福西崇史氏
■対　象　小学3・4年生
■定　員　100人
■持ち物　サッカーボール、すね当て

　市制60周年を記念し、平成20年以来10年ぶり5回目となる「大相撲草加
場所」が、大相撲草加場所実行委員会主催で開催されます。人気と実力を
兼ね備えた力士の迫力ある取組や地方巡業ならではの催しを楽しみなが
ら、国技の相撲を間近に感じられる貴重な機会です。
■日　　時　4月12日㈭午前8時開場、午後3時打ち出し（終了予定）
■会　　場　スポーツ健康都市記念体育館
■入場料金　下表参照（パンフレット付き・消費税込み）　

　“あれから50年”昭和43年に結婚されたお二
人を、桜が咲き誇る葛西用水、さくら祭り会場
でお祝いします。記念の思い出作りにいかがで
すか。
■日　時　3月31日㈯午前10時～
■会　場　葛西用水（稲荷地区）　
■対　象　昭和43年に結婚した市内在住の夫婦
□申 3月13日㈫までに観光協会事務局（文化観光
課内）へ。

　10・11日、ぱりっせでハート型せんべ
い手焼き体験が行われました。少し早い
バレンタインデーのプレゼントにと親子
連れなど約80組が参加。次々に膨らむせ
んべいを押し瓦で裏表を押さえると、醤
油で書いたメッセージやイラストが浮か
びあがります。子どもたちは自分で焼い
たせんべいを嬉しそうに「これはパパの
分、ママの分、じじの分、ばばの分…」
と指さし、焼き立てのせんべいを早く味
わってほしいと得意気な様子でした。

2月かどまちごとでき 　14日、花栗南小が平成29
年度埼玉県体力向上優良校
として表彰されました。県
内小学校819校の中で20校
のみが受賞できる賞です。
　学校で行う体力テストの
結果だけでなく「毎朝食事
をとる」「睡眠を十分にと
る」など、日常生活が総合
的に審査されるもので、同
校の佐々木毅校長は「全校
児童の頑張りと保護者の皆
さんの協力の賜物」と感謝
を込めて話してくれました。

　 トップアスリート活用事業とは…
　日本を代表する選手・監督等を講師にした質の
高い講習会等を開催し、市民のスポーツに対する
関心を高め、親しんでも
らうための事業。これま
でに車いすバスケ（埼玉
ライオンズ）、バドミン
トン（ヨネックス）、サ
ッカー（なでしこジャパ
ン）などがある。

セブンイレブン、サークルK･サンクス
の発券機でPコード：837-489を入力
20570-02-9999
（Pコード：837-489）

チケット大相撲、チケットぴあ

□店　　　舗
　（チケットぴあ販売所）
□電　　　話
　 （音声自動応答）
□インターネット

⃞申3月6日㈫から電話で草加市体育協会へ。☎928-63615922-1513

問草加市観光協会事務局（文化観光課内）
　☎922-24035922-3406 問大相撲草加場所実行委員会事務局☎080-1330-3410

トップアスリート活用事業

残席僅少！

小学３・４年生 限定100人
3月25日日午前10時～午後0時30分　瀬崎グランド

草加場所記念座布団がもれなく付いてきます

元日本代表

福西崇史
元日本代表

福西崇史

船上金婚式の
参加ご夫婦募集 大相撲草加場所大相撲草加場所

草加市制60周年記念

ふく　　にし　　たか　　 しふく　　にし　　たか　　 し

チ
ケ
ッ
ト

購
入
方
法

  販売座席種 料金（1人分）
   タマリ席Ａ 1万2000円
  ２人マス席Ｓ（ペア販売） 1万1000円 
 １階 ２人マス席Ａ（ペア販売） 1万円 
  ２人マス席Ｂ（ペア販売） 9000円
  福祉席（2人席・ペア販売） 8000円

草加人のための情報紙　広報「そうか」⑫ まちの話題・できごとまちかど2018年3月5日号

市の人口　平成30年2月1日現在　24万7909人（男12万5774人・女12万2135人）／前月比82人減／世帯数11万4584世帯
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